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はじめに
　私はこれまで、全力で町政に取り組んでまいりましたが、まさに光陰矢の如し、2期目も、その締め
くくりの年を迎えようとしております。
　昨年11月には、町内の各地域で「タウンミーティング」を開催し、住民の皆様との有意義な意見交換
や町政のご報告の機会を得ました。その際にもお伝えしましたとおり、町政を託されて以来、借金を着
実に減らし、貯金を維持しながらも、公共施設の耐震化などの安全・安心の向上、小学校統合による子
どもたちの適正な教育環境の確保、石川保育園の新設による待機児童の解消などの諸事業を推進するこ
とができました。
　また、ソフト面でも、公共交通の充実に向けた取り組みや、エコアクション21の認証取得、美しい
河南町条例の制定をはじめとする環境対策、自主防災組織の育成や種々の防災協定といった災害対応能
力の向上の取り組みなど、住民の皆様が安心して住み続けられるまちづくりをめざして粉骨砕身してま
いりました。
　しかしながら、タウンミーティングでご紹介しましたとおり、私が取り組もうとした「行政の諸課題」
のすべてが達成できた訳ではありません。残り限られた任期ではございますが、今後、その実現に向け
て、誠心誠意、全力で邁進してまいりますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

改革と創造改革と創造 平成24年度 施政運営方針要旨平成25年度 施政運営方針要旨

武田町長は、3月の町定例議会で平成25年度の施政運営方針を発表しました。
「改革」と「創造」の精神のもと、より住みよいまちの実現をめざします。
武田町長は、3月の町定例議会で平成25年度の施政運営方針を発表しました。
「改革」と「創造」の精神のもと、より住みよいまちの実現をめざします。

　
平
成
25
年
度
も
ま
ち
の
将
来
像

「
豊
か
な
自
然
と
文
化
　
と
も
に
創

る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」の

実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
し
た
最
上
位
計
画
で
あ
る

「
第
四
次
総
合
計
画
」の
施
策
体
系
に

沿
っ
て
、
本
年
度
の
主
要
施
策
・
新

規
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

●
人
権
尊
重
・
平
和
の
推
進

•
啓
発
冊
子
の
作
成
な
ど
に
よ
る
人

権
啓
発
や
人
権
相
談
の
実
施

•
平
和
を
考
え
る
町
民
の
集
い
や
平

和
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現

•
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
な
ど
の
概

要
版
の
各
戸
配
布

•
各
種
講
座
や
男
女
共
同
参
画
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
を
通
じ
た
啓
発
活
動

の
実
施

●
国
際
交
流
の
推
進

•
英
語
指
導
助
手
の
配
置（
小
学
校

に
2
名
、
中
学
校
に
1
名
）

中
学
生
の
海
外
学
習
事
業
実
施

に
向
け
た
調
査
・
研
究

●
生
涯
学
習
の
支
援

•
大
阪
芸
術
大
学
と
の
共
催
に
よ
り

講
座
を
実
施

３
市
２
町
１
村
に
お
け
る
図
書

館（
室
）利
用
の
連
携

４
月
か
ら
富
田
林
市
、
河
内
長

野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
太
子
町
、

千
早
赤
阪
村
の
図
書
館（
室
）で

も
、
図
書
の
貸
出
を
受
け
ら
れ

ま
す

•
中
央
公
民
館
の
耐
震
改
修

●
文
化
・
芸
術
の
振
興

•
ぷ
く
ぷ
く
サ
ン
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
実
施

大
阪
芸
術
大
学
と
の
共
催
で
、

町
立
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ

ん
も
参
加
し
ま
す

平
成
25
年
度
の
取
り
組
み

平
成
25
年
度
の
取
り
組
み

「
一
人
ひ
と
り
が

   

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

新新
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●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

総
合
運
動
場
の
改
修

野
球
場
３
塁
側
の
防
球
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
を
高
く
し
ま
す

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
ダ
イ
ト

レ
ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
施

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催３

市
２
町
１
村
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
利
用
の
連
携

４
月
か
ら
富
田
林
市
、
河
内
長

野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
太
子
町
、

千
早
赤
阪
村
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
、
そ
の
住
民
並
み
料
金
で
利

用
で
き
ま
す

●
情
報
化
の
推
進

中
央
保
育
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設

●
心
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

大
ヶ
塚
、
北
加
納
、
持
尾
の
各

地
区
集
会
所
の
耐
震
診
断
の
実
施

●
子
育
て
支
援
の
充
実

•
石
川
保
育
園
と
中
央
保
育
園
の
２

園
体
制
に
よ
る
保
育
の
実
施

延
長
保
育（
早
朝
7
時
か
ら
）や

病
後
児
保
育
、
障
が
い
児
保
育

な
ど
も
行
い
ま
す

•
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

子
育
て
セ
ン
タ
ー（
お
や
こ
園
）

を
中
核
と
し
て
、
親
子
の
交
流

促
進
、
子
育
て
教
室
、
育
児
相

談
、
就
学
前
児
童
の
一
時
預
か

り
な
ど
を
行
い
ま
す

•
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
各
小
学
校

区
４
ク
ラ
ブ
）の
運
営
支
援

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
策
定

平
成
26
年
度
の
策
定
に
向
け
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

通
院
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
修

了
前
ま
で
助
成
し
ま
す

未
熟
児
に
対
す
る
養
育
医
療
費

の
助
成

•
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成

•
小
児
救
急
医
療
の
実
施

母
子
保
健
事
業

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
上

限
を
９
２
，
１
０
０
円
か
ら

１
１
６
，８
４
０
円
に
引
き
上

げ
ま
す

●
教
育
の
充
実

•
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み

新
た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

中
学
校
配
膳
室
の
整
備
を
行
い

ま
す

•
町
立
中
学
校
体
育
館
の
整
備

整
備
が
完
了
す
れ
ば
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
率
が
１
０
０
％
と

な
り
ま
す

中
学
校
特
別
教
室
棟
の
外
壁
改

修
、
屋
上
防
水
の
実
施

•
小
学
校
の
統
合
時
期
な
ど
の
検
討

•
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
子
ど

も
科
学
賞
展
の
実
施

•
使
え
る
英
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

中
学
3
年
生
の
30
％
が
英
検
３

級
相
当
に
な
る
の
が
目
標
で
す

•
幼
稚
園
で
放
課
後
の
預
か
り
保
育

を
実
施

英
語
子
育
て
支
援
事
業

幼
児
期
か
ら
英
語
に
接
し
、
親

し
む
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

幼
稚
園
・
保
育
園
の
4
・
5
歳

児
を
対
象
に
英
語
教
室
を
実
施

し
ま
す

●
家
庭
と
地
域
に
お
け
る

教
育
機
能
の
充
実

•
Ｃ
Ａ
Ｐ（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
施

•
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

配
置（
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
）

●
青
少
年
の
健
全
育
成

•
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

•
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
へ
の

助
成パ

ト
ロ
ー
ル
や「
あ
そ
び
の
ひ

ろ
ば
」を
実
施
し
ま
す

●
地
域
福
祉
の
充
実

•
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
運
営
補
助

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

•
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
、

介
護
予
防
の
一
体
的
推
進

•
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な

提
供

•
生
き
が
い
づ
く
り
、
認
知
症
対
策
、

見
守
り
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

ケ
ア
体
制
づ
く
り
の
推
進

　●
障
が
い
者（
児
）福
祉
の

充
実

•
障
が
い
者（
児
）の
日
常
生
活
用
具

の
給
付

「
子
ど
も
た
ち
の

　 

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

新

新新

新 新新新新新

拡充拡充

新
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•
障
が
い
者（
児
）の
補
装
具
の
交

付
・
修
理

•
地
域
生
活
支
援（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
、

日
中
一
次
支
援
、
相
談
支
援
）

•
障
が
い
者
の
自
立
支
援
給
付

•
わ
か
ば
作
業
所
へ
の
運
営
助
成

●
保
健
・
医
療
の
充
実

•
特
定
健
康
診
査
お
よ
び
各
種
が
ん

検
診
な
ど
の
実
施

女
性
特
有
の
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
、
働
く
世
代
の
大
腸

が
ん
検
診
と
し
て
、
一
定
の
年

齢
の
方
を
対
象
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
を
配
布
し
ま
す

健
康
か
な
ん
21
の
計
画
策
定

平
成
26
年
度
か
ら
の
次
期
計
画

を
策
定
し
ま
す

各
種
予
防
接
種
の
充
実

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
加
え
、

新
た
に
水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
全
額

助
成
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　

●
災
害
・
危
機
に
強
い

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

•
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

市
町
村
災
害
時
相
互
応
援
事
業

大
震
災
な
ど
の
際
に
、
よ
り
迅

速
な
応
援
協
力
が
で
き
る
よ
う
、

東
北
、
中
部
、
九
州
な
ど
の
複

数
の
市
町
村
と
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
締
結
し
ま
す

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

平
成
26
年
度
の
見
直
し
に
向
け
、

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

•
住
宅
、
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進

住
宅
の
耐
震
診
断
費
、
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
費
、
耐
震
設
計

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

•
た
め
池
の
耐
震
性
調
査
・
診
断
お

よ
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

•
地
区
防
犯
灯（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
新
設
・

取
替
へ
の
助
成

•
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

の
地
域
へ
の
貸
与

•
各
地
区
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
費
用
の
補
助

●
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

•
消
防
職
員
、
消
防
団
員
の
教
育

訓
練ビ

デ
オ
喉
頭
鏡
一
式
を
購
入
し
、

気
管
挿
管
実
習
な
ど
を
通
じ
て
、

救
命
率
の
向
上
に
努
め
ま
す

•
少
年
消
防
ク
ラ
ブ（
フ
ァ
イ
ア
・

ジ
ュ
ニ
ア
）の
運
営

将
来
の
地
域
防
災
を
支
え
る
人

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

•
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

な
ど
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

中
分
団
車
庫
へ
の
水
洗
便
所
の

設
置

●
消
費
者
保
護
と
　
　
　

雇
用
対
策
の
充
実

消
費
者
行
政
対
策
事
業

よ
り
専
門
的
な
相
談
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
４
月
か
ら
消
費
者

相
談
業
務
を
広
域
化
し
、
相
談

窓
口
を
富
田
林
市
消
費
者
相
談

室
と
し
ま
す

•
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
能
力
開

発
講
座
な
ど
の
開
催

●
道
路
・
交
通
体
系
の
整
備

町
道
整
備
事
業

大
宝
地
区
内
や
滝
谷
平
石
線
な

ど
の
ほ
か
、
新
た
に
河
南
橋
山

城
線
な
ど
の
道
路
改
修
を
行
い

ま
す

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

5
年
に
1
度
の
定
期
点
検
・
計

画
策
定
や
白
木
天
満
橋
、
姥
ケ

谷
横
断
橋
の
修
繕
な
ど
を
行
い

ま
す

●
地
域
公
共
交
通
の
充
実

•
地
域
公
共
交
通
調
査
検
討
事
業

地
域
公
共
交
通
検
討
会
議
な
ど

で
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
公

共
交
通
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

●
安
定
し
た
水
の
供
給

•
上
水
道
施
設
の
改
良
事
業

白
木
ポ
ン
プ
場
の
電
気
計
装
設

備
を
更
新
し
ま
す

一
須
賀
、
神
山
、
中
地
区
な
ど

に
お
い
て
配
水
管
を
布
設
替
え

し
ま
す

大
宝
低
区
配
水
池
の
耐
震
改
修

実
施
設
計
や
馬
谷
・
平
石
配
水

池
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す

水
道
施
設
機
械
化
警
備
事
業

浄
水
・
配
水
施
設
の
施
設
整
備

を
行
い
、
安
全
性
の
向
上
を
図

り
ま
す

●
下
水
道
の
整
備

•
汚
水
管
渠
整
備
事
業

中
地
区
を
中
心
に
整
備
を
進
め
、

芹
生
谷
・
馬
谷
地
区
で
は
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
　

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

老
朽
管
の
長
寿
命
化
の
た
め
、

大
宝
２
丁
目
地
区
を
対
象
に
計

画
を
策
定
し
ま
す

●
河
川
の
整
備

•
1
級
河
川「
梅
川
」の
整
備
促
進

•
準
用
河
川
天
満
川
の
改
修

●
交
通
安
全
対
策
の
充
実

•
町
道
上
河
内
富
田
林
線
１
号
の
安

全
対
策

島
川
橋
付
近
の
歩
道
設
置
に
向

け
た
鑑
定
・
用
地
買
収
、
北
加

納
地
内
で
の
歩
行
帯
設
置
を
行

い
ま
す

•
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全

施
設
整
備

Ｚ
ｏ
ｎ
ｅ
30

町
内
全
域
で
の
時
速
30
㎞
規
制

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

新新

「
快
適
な
生
活
基
盤
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

新

新新

拡充

拡充拡充新

新新
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●
み
ど
り
の
保
全
と
創
造

•「
自
然
と
歴
史
の
散
歩
道
」の
ル
ー

ト
整
備

•
弘
川
寺
さ
く
ら
ま
つ
り
や
里
山
保

全
活
動
へ
の
助
成

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
い

ま
す

市
町
村
連
携
事
業

葛
城
山
な
ど
の
自
然
を
活
用
し

た
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
事
業

を
検
討
し
ま
す

•
公
園
の
環
境
整
備

な
か
む
ら
公
園
の
便
所
改
修
や

遊
具
の
更
新
、
時
計
の
設
置
を

行
い
ま
す

●
環
境
保
全
・
美
化
の
推
進

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の

開
催環

境
条
例
や
景
観
形
成
方
針
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す

•
美
し
い
河
南
町
条
例
に
基
づ
く
啓

発
な
ど
の
推
進

•
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
事
業

環
境
映
画
の
上
映
や
講
演
、
啓

発
用
グ
ッ
ズ
配
布
な
ど
の
啓
発

を
行
い
ま
す

●
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

•
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

対
す
る
補
助

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進

を
図
り
ま
す

•
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す

る
助
成

山
間
部
地
区
の
生
活
環
境
の
保

全
な
ど
を
図
り
ま
す

•
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
の

推
進

●
美
し
く
魅
力
的
な
ま
ち

の
形
成

•
か
な
ん
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

桜
め
ぐ
り
ル
ー
ト
の
植
樹
や
桜

開
花
状
況
の
発
信
な
ど
を
行
い

ま
す

観
光
案
内
サ
イ
ン
設
置
事
業

観
光
の
促
進
、
本
町
訪
問
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す

●
商
工
業
の
振
興

•
か
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発

促
進

•
小
規
模
企
業
事
業
資
金
融
資
の
信

用
保
証
料
の
補
給

•
富
田
林
商
工
会
へ
の
助
成

●
農
林
業
の
振
興

•
青
年
就
農
給
付
金
交
付
事
業

棚
田
の
保
全
活
動
へ
の
補
助

•
農
作
物
被
害
防
止
事
業

防
鳥
ネ
ッ
ト
や
電
気
柵
な
ど
の

設
置
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し

ま
す

•
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
対
す
る
助
成

箱
わ
な
の
購
入
や
狩
猟
免
許
取

得
経
費
な
ど
の
一
部
助
成
を
行

い
ま
す

•
土
地
改
良
整
備
調
査
事
業

河
南
中
部
地
区（
中
、
馬
谷
、

芹
生
谷
、
白
木
）の
ほ
場
整
備

に
向
け
た
基
本
計
画
を
作
成
し

ま
す

•
造
林
、
下
刈
り
、
除
間
伐
な
ど
の

補
助

•
か
な
ん
フ
ェ
ス
の
開
催

住
民
自
ら
が
企
画
・
運
営
す
る

地
域
の
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す

•（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

制
定協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
条
例

を
策
定
し
ま
す

大
阪
芸
術
大
学
と
の
包
括
的
な

連
携
・
協
力
関
係
の
構
築
を
推
進

•
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
事
業

役
場
庁
舎
の
案
内
表
示
を
改
善

し
ま
す

庁
舎
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

省
エ
ネ
効
果
の
高
い
庁
舎
改
修

の
事
業
化
に
取
り
組
み
ま
す

未
利
用
財
産
の
処
分

未
利
用
地
の
売
却
に
向
け
鑑
定

を
行
い
ま
す

•
南
河
内
地
域
な
ど
に
お
け
る
広
域

的
な
連
携
の
推
進

　
今
後
と
も
、「
改
革
」
と「
創

造
」を
旗
印
と
し
て
、
住
民
の

皆
様
と
の
協
働
の
も
と
、
安
全
・

安
心
・
安
住
、
子
育
て
・
教
育
、

芸
術
・
文
化
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
諸
課
題
に
立
ち
向

か
い
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
全
身
全
霊
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
住
民
な
ら
び
に
町
議
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
施
政
運
営
方
針
の

全
文
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
町
長
の
部
屋
↓

（h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
a
n
a
n
.

o
sa
ka
.jp
/c
h
o
u
c
h
o
u
/in
d
e
x.

h
tm
l

）内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
秘
書
企
画
課
秘
書

企
画
係

新

新

新

新新新

新 「
美
し
い
水
と
み
ど
り

豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
そ
の
他
」



　

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、１
０
０
億
５
，６
６
０
万
円

（
前
年
度
当
初
比
２
．４
％
増
）で
す
。

　

一
般
会
計
は
52
億
５
，２
４
４
万
円
で
、国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
６
特
別
会
計（
水
道

事
業
会
計
含
む
）は
48
億
４
１
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す（
表
参
照
）。

　

町
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源
の
収
入
増

が
見
込
め
な
い
中
、歳
出
の
削
減
に
取
り
組
み

つ
つ
も
、住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、よ
り
一
層
安
全
・
安
心
・
安

住
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
た
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

平
成
25
年
度
予
算
は
、厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
な
か
、第
四
次
総
合
計
画
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
中
学
校

体
育
館
の
整
備
な
ど
子
育
て
・
教
育
分
野
の
ほ

か
、健
康
対
策
な
ど
に
も
重
点
を
置
い
た
積
極

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
の
概
要
は
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

歳
入

　

町
税
は
、固
定
資
産
税
の
地
価
下
落
な
ど
の

影
響
に
よ
る
減
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、府
た

ば
こ
税
の
一
部
の
市
町
村
へ
税
源
移
譲
な
ど
に

よ
る
増
収
に
よ
り
14
億
９
，７
９
０
万
円（
前
年

度
当
初
比
０
．３
％
増
）、地
方
交
付
税
は
、17
億

７
，０
０
０
万
円（
前
年
度
同
額
）を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、繰
入
金
は
、財
源
不
足
を
補
う
た

め
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、３
億
１
，５

６
６
万
円（
同
４
．８
％
増
）、町
債
は
、４
億
７

９
０
万
円（
同
２
．４
％
増
）な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。歳

出

　

民
生
費
は
、16
億
１
，５
６
２
万
円（
前
年
度

当
初
比
２
．１
％
増
）で
、児
童
手
当
給
付
事
業

や
石
川
保
育
園
運
営
事
業
な
ど
、子
育
て
環
境

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
費
は
、８
億
９
，７
６
１
万
円（
同
25
．3

％
増
）で
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
中
学
校
配
膳

室
の
整
備
の
ほ
か
、中
学
校
体
育
館
の
建
替
え

な
ど
、児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、総
務
費
６
億
８
，４
８
４
万
円

（
同
２
．０
％
減
）、衛
生
費
５
億
２
，４
７
１
万
円

（
同
１
．１
％
減
）、土
木
費
４
億
２
，７
５
３
万
円

（
同
16
．9
％
減
）、消
防
費
２
億
１
，０
１
６
万
円

（
同
14
．６
％
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対前年度
増減率

19.3％

5.6％

△1.6％

3.1％

△4.1％

1.9%

47.0%

0.1%

0.7％

7.6％

12.3％

11.7％

歳　入

自主財源・・・町税や使用料など、町が自主的に徴収・収納
　　　　　　　することができる財源をいいます。
依存財源・・・国や府の関与を受ける財源をいいます。

予
算

平
成
25
年
度

総額100億5,660万円

～当初予算のあらまし～

一般会計52億5,244万円

※「その他」の内訳
　　地方譲与税 4,800万円
　　利子割交付金 700万円
　　配当割交付金 600万円
　　株式等譲渡所得割交付金 200万円
　　地方消費税交付金 1億4,000万円
　　ゴルフ場利用税交付金 4,200万円
　　自動車取得税交付金 2,300万円
　　地方特例交付金 1,600万円
　　交通安全対策特別交付金 300万円

※「使用料ほか」の内訳
　　分担金および負担金 5,504万円
　　使用料および手数料 8,750万円
　　財産収入 480万円
　　繰越金 3,000万円
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一
般
会
計  

補
正
予
算

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
補
正
予
算
に
伴

い
、本
町
に
お
い
て
も
一
般
会
計
で
事
業
を
前

倒
し
し
、平
成
24
年
度
に
補
正
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、国
庫
補
助
事
業
を
前
倒
し
し

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
や
中
学
校
体
育
館
の
建
替
え
を
行
う

ほ
か
、中
央
公
民
館
の
耐
震
改
修
事
業
費
な
ど

を
計
上
し
、平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
一
体
予

算
と
し
て
執
行
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
は
９
億
１
，２
４
４
万
円
を
計
上

し
、当
初
予
算
と
合
わ
せ
た
一
般
会
計
の
総
額

は
61
億
６
，４
８
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

人
事
財
政
課
財
政
係

■会計別の予算

会　　計　　名 予　算　額
（A）

対前年度
増減率

平成24年度
3月補正額
（B）

補正を加えた
予算額

（A）＋（B）
一　般　会　計 52億5,244万円 1.6％ 9億1,244万円 61億6,488万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険
特 別 会 計 20億1,659万円 5.6％ ― 20億1,659万円

後期高齢者医療
特 別 会 計 2億 619万円 △1.6％ ― 2億 619万円

介 護 保 険
特 別 会 計 13億2,726万円 3.1％ ― 13億2,726万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 6億2,437万円 △4.1％ ― 6億2,437万円

土 地 取 得
特 別 会 計 141万円 1.9% ― 141万円

簡易水道事業
特 別 会 計 1,108万円 47.0% ― 1,108万円

水
道
事
業
会
計

収益的
収入 3億4,918万円 0.1% ― 3億4,918万円

支出 3億5,114万円 0.7％ ― 3億5,114万円

資本的
収入 1億 893万円 7.6％ ― 1億 893万円

支出 2億6,612万円 12.3％ ― 2億6,612万円

予　算　総　額 100億5,660万円 2.4％ 9億1,244万円 109億6,904万円

　一人ひとりが輝くまちづくり
人権啓発事業 314 万円
男女共同参画プラン策定事業 37 万円
英語青年招致事業（中学校） 428 万円
英語および国際理解教育推進事業

（小学校） 1,076 万円

中学生海外学習事業 10 万円
総合運動場改修事業 400 万円
　子どもたちの笑顔あふれるまちづくり
子ども医療助成事業 4,840 万円
子育てセンター事業 759 万円
子育て支援一時預かり事業 595 万円
児童手当給付事業 2億5,476万円
石川保育園運営事業 1億1,542万円
中央保育園プール購入事業 120 万円
母子保健事業 1,815 万円
英語子育て支援事業 168 万円
町立中学校体育館整備事業 1億9,820万円
町立中学校配膳室整備事業 3,694 万円
学校給食センター整備事業 1億2,511万円
　安全で安心して暮らせるまちづくり
地区防犯灯維持管理助成事業 607 万円
青色回転灯防犯パトロール支援事業 111 万円
障がい者自立支援給付等事業 1億5,394万円
子宮頸がん等ワクチン接種事業 1,426 万円
予防接種事業 2,197 万円
ため池耐震性調査診断事業 252 万円
市町村災害時相互応援事業 50 万円
　快適な生活基盤の充実したまちづくり
地域公共交通調査検討事業 120 万円
町道上河内富田林線1号歩道
設置事業 1,201 万円

集落内道路改修事業 1,800 万円
橋梁長寿命化事業 2,180 万円
準用河川天満川改修事業 1,154 万円
公共下水道整備事業 2億7,678万円
　美しい水とみどり豊かなにぎわいのあるまちづくり
太陽光発電システム整備補助事業 210 万円
ごみ減量対策事業 2,836 万円
青年就農給付金交付事業 300 万円
棚田保全事業 60 万円
土地改良整備調査事業 1,143 万円
かなん桜プロジェクト事業 157 万円
観光案内サイン設置事業 100 万円
　その他
かなんフェス開催事業 150 万円
住民サービス向上事業 300 万円
町長選挙事業 565 万円

　国の補正予算に伴う前倒し事業
地区集会所耐震改修事業 700 万円
町道整備事業 400 万円
町立中学校校舎大規模改修事業 2,800 万円
町立中学校体育館整備事業 2億3,854万円
中央公民館耐震改修事業 2,100 万円
学校給食センター整備事業 6億1,390万円

平成25年度主要事業

平成24年度3月補正予算（一般会計）

歳　出
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町スポーツ少年団　河南サッカークラブ
グランド・チャンピオン大会　準優勝

　
　町スポーツ少年団河南サッカークラブ6年生チームは、3月
2日・3日に和歌山県・上富田スポーツセンターで行われた「第
4回グランド・チャンピオン大会in和歌山」において健闘し、
準優勝に輝きました。

《体験参加できます～気軽にお越しください～》
▷対象　5歳～小学6年生
▷練習場所　総合運動場（さくら坂）
▷練習日
第１・３ 土・日曜日　午後１時～５時
第２・４ 土・日曜日　午前９時～正午
▷応募・問い合わせ　宮本宅　宅　☎（93）5573

やまなみホール「ふれあいの湯」
引き続き利用できます

　いつも利用いただきありがとうございます。「ふれあいの
湯」は、４月以降も引き続き１年間、業務延長します。
　ただし、大規模な修理が必要になった場合は終了すること
があります。
　業務の継続にあたり、利用料の改定を行う予定です。
　詳細は決まり次第、お知らせします。
▷問い合わせ　健康づくり推進課健康推進係

※

※

河内弁クイズ

▷応募方法　クイズの答え、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、広報に関する意見や好き
なページがあれば書き添えて応募してください。
▷宛先　ハガキ：〒585-8585（住所不要）河南町
役場秘書企画課　河内弁クイズ係
　ＦＡＸ：（93）4691
　Ｅメール：kouhou@town.kanan.osaka.jp

▷応募期限　４月15日（当日消印有効）
▷3月号の広報クイズの正解　②
▷当選者　抽選の結果、次の二人に図書カードを
お送りします（応募総数5通・敬称略）。
中筋秀樹さん（寛弘寺）・遠藤信江さん（中）

　「いんだいんだ」の意味と使い方として正しいもの
は？

①意　味「良いこと」
　使い方「この店のケーキは、とても味がいんだいんだ」

②意　味「許すこと」
　使い方「この前のケンカのことは、もういんだいんだ」

③意　味「おあいこにすること」
　使い方「今日はお返しにおごるから、これでいんだ
いんだ」

今月の河内弁

QRコードを携帯電話のカ
メラ機能で撮影するとE
メールアドレスが読み取れ
て、すぐにメールが送れる
よ！
皆さんの応募
をお待ちして
います♪

河南町のカナちゃん

～500円分の図書カードが当たる！～
　普段使っている言葉からちょっと珍しい言葉ま
で、さまざまな問題が登場します。正解者の中から
2人に500円分の図書カードを贈ります。
　さあ、家族みんなで相談しあって河内弁クイズに
挑戦し、河内弁マスターになりましょう！

※印の写真は、差し上げられません。

82013.4

hoto
allery



大宝地区自主防災ネットワーク
防災資機材を整備

　大宝地区自主防災ネットワークでは、(財)自治総合セン
ターの宝くじ助成事業の平成24年度コミュニティ助成を受け
て、発電機、水中ポンプ、担架などの資機材を整備しました。
　この事業は、宝くじの普及広報事業費として受け入れる宝
くじ受託事業収入により、住民が行うコミュニティ活動を支
援するものです。
▷整備した備品　テント、発電機、水中ポンプ、折りたたみ
式リアカー、担架(格納箱含む)、ウォータータンク、ホール
ドキャリア、マンホールトイレ、消火バケツ、真空パック毛
布、折りたたみ椅子（台車含む）

私の夢
山岡　美来 さん

（近つ飛鳥小学校６年）
　

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
美
容
師
に

な
る
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
、
美
容
師
に
な
り
た
い
か
と
い

う
と
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
髪
の
毛
を
さ
わ

る
の
が
大
好
き
で
、
お
母
さ
ん
の
髪
の

毛
を
く
し
で
と
い
た
り
ゴ
ム
で
く
く
っ

て
み
た
り
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
美
容
師

に
な
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出

て
き
ま
し
た
。

　

髪
の
毛
を
切
り
に
美
容
院
に
行
っ
て

美
容
師
さ
ん
が
す
ご
く
上
手
に
は
さ
み

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
、

み
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

本
当
に
美
容
師
に
な
っ
て
み
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
美
容
師

さ
ん
は
、
た
だ
髪
の
毛
を
切
る
だ
け
で

な
く
、
話
し
か
け
た
り
し
て
、
そ
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り

し
ま
す
。
髪
の
毛
を
あ
ら
う
時
も
や
さ

し
く
て
い
ね
い
に
あ
ら
っ
て
い
て
、「
水

が
目
に
か
か
っ
て
い
な
い
？
」な
ど
声

か
け
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
う

い
う
気
配
り
が
出
来
て
い
て
、
す
ご
い

な
〜
と
思
い
ま
し
た
。

美
容
師
さ
ん
は
す
ご
く
む
ず
か
し
そ
う

だ
け
ど
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
練
習
し

て
、
す
ご
く
上
手
で
か
っ
こ
い
い
美
容

師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

写っている人に写真を差し上げます。希望者は秘書企画課に連絡してください。

天て
ん
し
ゅ
か
く

主
閣
花は
な

の
雲く
も
ま間
に
仰あ
お

ぎ
け
りセ

ツ
子

老ろ
う
お
う鴬
や
無む
じ
ゅ
う
じ

住
寺
め
ざ
す
坂さ
か

は
急
き
ゅ
う千

香
子

春は
る

の
宵よ
い

睡す
い
ま魔
空く
う
き気
の
ご
と
来き
た

る喜
美
子

み
仏ほ
と
けを
真ま

正し
ょ
う
め
ん
面
に
し
紅べ
に

枝し
だ
れ垂

節
子

万ま
ん

歩ぽ
け
い計
よ
み
つ
つ
散さ
ん
ぽ歩
地じ

虫む
し

出い

づ麗
子

花は
な

満ま
ん
ち地
円え
ん

位い

の
塚つ
か

を
弔と
む

ら
わ
む

庸
子

遅お
そ
ま蒔
き
も
早は
や

薪ま

き
も
早は
や

茎く
き

立た

ち
ぬ正

子

花は
な

芽め

持も

つ
ビ
ー
ズ
め
き
た
る
雪ゆ
き

柳
や
な
ぎ

照
子 ▷問い合わせ　環境・まちづくり推進課

特定商取引法が改正され、
訪問買取が規制の対象に！
シリーズ「かしこい消費者になるために」
　消費者の自宅を訪問し、貴金属や着物などを強引に買
い取る訪問買取（いわゆる押し買い）の被害が増えている
ことを受け、これまで規制のなかった訪問買取の勧誘な
どが平成25年２月21日から規制の対象となりました。

訪問買取における規制内容

①不当な勧誘行為の規制
•事業者の飛び込み勧誘の禁止
•契約をしない旨の意思を示した消費者に対する再勧誘
の禁止
•勧誘に際して勧誘目的や事業者名などの説明義務
②重要事項を記載した書面の交付義務
③クーリング・オフ制度が適用
•契約書面を受け取った日から８日間以内は無条件で契
約解除ができるほか、クーリング・オフ期間中は、商
品の引渡しを拒むことが可能
※自動車などの政令で定められた商品は、クーリング・
オフができないので注意しましょう。

※
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シリーズ人権

し
あ
わ
せ

真
の
教
育
者

　
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
か
ら

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
に
か
け
て
は
、

教
育
の
場
に
お
い
て
、
二
つ
の
悲
し
い
出
来

事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
大
津
市
の

中
学
の
男
子
生
徒
が
、
級
友
の
い
じ
め
に
耐

え
か
ね
て
、
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
事
象
で

あ
り
、
今
一
つ
は
、
大
阪
市
立
の
桜
宮
高
校

に
於
け
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
指
導
教
師
に
よ

る
体
罰
に
よ
っ
て
、
自
死
に
追
い
こ
ま
れ
た

高
校
生
の
事
象
で
す
。

　
共
に
、
人
間
尊
重
を
玉

ぎ
ょ
く
じ
ょ
う
条
と
す
る
学
校
教

育
の
中
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
厳
し

く
糾き

ゅ
う
め
い明
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
教
職
に
あ
っ
た
私
も
、
聖
職
者
と

し
て
、
世
の
人
び
と
か
ら
、
信
頼
さ
れ
、
尊

敬
も
さ
れ
る
教
師
に
そ
の
因
が
認
め
ら
れ
る

出
来
事
で
あ
り
、
厳
し
く
自
責
の
念
で
も
っ

て
受
け
と
め
た
事
象
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
報
道
の
中
で
、
私
の
脳
裏
に
浮
か
ん

だ
の
は
、
明
治
の
教
育
者
、
現
在
の
同
志
社

大
学
の
創
始
者
で
あ
る
新
島
襄
氏
の
人
間
像

で
あ
り
ま
し
た
。

　
氏
は
幕
末
期
、
若
く
し
て
、
日
本
の
封
建

的
、
未
開
の
姿
に
目
覚
め
、
自
ら
の
力
を
も

っ
て
、
開
明
の
国
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
大

志
を
抱
き
、
徳
川
の
圧
制
下
で
は
、
判
明
す

れ
ば
死
罪
と
な
る
こ
と
を
覚
悟
の
上
で
、
密ひ

そ

か
に
米
国
船
に
か
く
ま
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に

出
国
し
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
後
は
、
現
地
の
人
び

と
の
好
意
に
恵
ま
れ
、
中
学
校
か
ら
大
学
に

ま
で
進
み
、
社
会
科
学
の
み
で
な
く
自
然
科

学
の
分
野
ま
で
、そ
の
深し

ん
お
う奥
を
き
わ
め
ま
す
。

　
そ
の
頃
、
徳
川
の
封
建
政
治
が
明
治
政
府

の
新
し
い
政
治
に
移
り
、
政
府
要
人
の
海
外

視
察
が
頻ひ

ん
ぱ
ん繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
編
成
さ
れ
た
視
察
団
が
渡

米
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
新
島
襄
氏
は
有
能
な
通
訳
と
し

て
活
動
し
、
視
察
団
に
高
い
成
果
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
も
う
時
効
に
か
か

っ
て
い
た
氏
の
密
航
の
罪
は
完
全
に
消
滅
し

ま
し
た
。

　
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
在
留
中
、
深
く
キ
リ
ス

ト
教
に
帰き

え依
し
、
洗
礼
も
受
け
ま
し
た
。

　
遠
く
ア
メ
リ
カ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
る
当

時
の
日
本
の
国
情
は
、
氏
に
と
っ
て
決
し
て

明
る
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
国

を
繁
栄
さ
せ
る
の
は
宗
教
を
基
盤
と
す
る
道

徳
の
上
に
立
っ
た
文
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
悟
っ
た
氏
は
、
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
教

義
と
す
る
真
理
探
究
の
学
府
の
建
設
を
と
考

え
た
の
で
し
た
。

　
や
が
て
、
こ
の
思
い
が
実
現
す
る
時
が
や

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一
八
七
四
年
（
明
治
七

年
）、
大
望
を
胸
に
、
氏
は
帰
国
し
ま
し
た
。

　
帰
国
後
直
ち
に
、
夢
に
描
い
て
い
た
学
校

の
開
設
に
着
手
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
京
都

の
地
に
、同
志
社
英
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
で
し
た
。

　
こ
こ
に
、
向
学
心
に
燃
え
る
青
少
年
達
が

集
い
、
学
校
運
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
か
と
見

え
た
の
で
す
が
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二

年
）、
学
生
達
に
よ
っ
て
、
突
如
、
集
団
無

断
欠
席
（
ス
ト
）
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
学
校
側
が
、
一
八
七
八
年

（
明
治
一
一
年
）
九
月
の
入
学
生
（
二
年
生
）

と
翌
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
一
月
の

入
学
生（
一
年
生
）が
、共
に
人
数
も
少
な
く
、

期
間
の
隔
た
り
も
短
い
こ
と
か
ら
、
合
併
し

よ
う
と
し
た
こ
と
に
二
年
生
が
憤
慨
し
て
起

こ
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
学
生
達
の
中
に

は
、
後
年
、
日
本
の
碩せ

き
が
く学
と
い
わ
れ
た
徳
富

猪
一
郎
（
蘇
峰
）
氏
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
封
建
遺
制
が
ま
だ
色
濃
く
残
り
、
上
下
関

係
が
な
お
厳
し
い
時
代
で
し
た
か
ら
、
権
力

を
持
つ
学
校
側
の
対
応
が
注
目
さ
れ
ま
し
た

が
、
間
も
な
く
平
静
に
戻
り
ま
し
た
。

　
程
な
く
し
て
、
恒
例
の
礼
拝
堂
に
お
け
る

校
長
新
島
襄
氏
の
訓
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

壇
に
立
っ
た
氏
は
静
か
に
語
り
始
め
ま
し

た
。

「
諸
君
が
、当
校
に
来
た
り
、学
ば
れ
る
姿
は
、

あ
た
か
も
満
山
の
桜
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

古
歌
に
、『
吉
野
山
花
咲
く
頃
は
朝
な
朝
な

心
に
か
か
る
峰
の
白
雲
』
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
こ
と
で
は
、
皆
さ
ん
の
将
来

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
歌
の
読
み
手
の

如
く
、
深
く
、
心
を
痛
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

最
初
に
十
分
当
校
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
、

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
知
ら
せ
て
お
い
た
ら
、

皆
さ
ん
の
集
団
に
よ
る
無
断
欠
席
の
よ
う
な

行
為
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。私
は
、

こ
の
こ
と
を
怠
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
く
私
の
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
す
。
諸
君

に
咎と

が

は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
員
を
責
め
る
こ
と

も
い
た
し
ま
せ
ん
。
校
長
の
私
は
今
、
そ
の

罪
人
を
罰
し
ま
す
。」

　
こ
う
言
う
な
り
、
氏
は
手
に
し
た
ス
テ
ッ

キ
を
振
り
上
げ
て
、
左
の
腕
を
激
し
く
打
ち

ま
し
た
。
二
度
、
三
度
、
こ
の
ス
テ
ッ
キ
は

三
つ
に
折
れ
ま
し
た
。
氏
の
左
腕
は
皮
が
裂

け
、
血
が
流
れ
出
し
ま
し
た
。

　
氏
の
そ
の
姿
に
、
数
名
の
学
生
が
壇
上
に

と
び
上
が
り
ま
し
た
。

「
先
生
、
も
う
止
め
て
く
だ
さ
い
！
」
と
、

涙
と
共
に
、
氏
を
抱
き
し
め
ま
し
た
。

　
先
述
の
如
く
、
封
建
の
風ふ

う

が
ま
だ
残
っ
て

い
る
中
で
、
上
下
の
別
は
厳
し
く
、
学
生
達

が
反
則
を
も
っ
て
、
一
方
的
に
罰
を
受
け
て

も
、
世
論
は
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
社
会
の
中
で
氏
が
全
て
の
罪
は
我
に

あ
り
と
し
て
、
自
ら
の
肉
体
を
傷
つ
け
て
、

学
生
達
を
戒い

ま
し
め
る
。
そ
の
姿
は
神こ

う
ご
う々

し
い
ば

か
り
に
、
学
生
達
の
目
に
映
じ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
日
本
の
教
育
史
の
一
頁
を
飾
っ
た
新
島
襄

氏
に
学
ぶ
こ
と
の
多
き
を
、
今
染
み
染
み
と

感
じ
て
い
ま
す
。

引
用
文
献

　

　
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
刊

　
　『
新
島

　
襄
』
わ
が
人
生

（
元
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本

　
次
男
）

新島　襄
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新着本紹介

中央公民館図書室

　廃線間
まぎわ

際の赤字ローカル
線。故郷の未来を託された
のは、たったひとりの新幹
線アテンダント。立ちはだ
かるのはやる気を失った社
員、一筋縄ではいかない経
営幹部、そして次々起こる
不穏な事件…。

　ぼくはこのとき、生まれ
て初めて本物の後悔に呑み
込まれていた。だれもいな
い空き地で、冷たい風に吹
かれながら。そんなぼくを
救ってくれたのも、あの人
だったのだ－。あなたの心
の中にいる、「忘れられな
い人」との物語。

真
しん

保
ぽ

　裕
ゆう

一
いち

 著 山田　宗
むね

樹
き

　著
ローカル線で行こう！ いよう！

PickupPickup

▷開室時間  午前10時～午後５時　　▷休室日  毎週月曜日　　▷問い合わせ  中央公民館図書室　☎（93）2500
▷貸出冊数変更のお知らせ　　４月２日(火)から貸出冊数を一人10冊に変更します（現在は５冊）。

•輝
きてん

天炎上　　　　　　（海
かいどう

堂　尊
たける

　著）
•月の魔法　　　　　　（川上　健一　著）
•糸車　　　　　　　　（宇

う

江
え

佐
ざ

　真
ま り

理　著）

•沈黙の町で　　　　（奥田　英
ひで

朗
お

　著）
•望郷　　　　　　　（湊

みなと

　かなえ　著）

その他の新しい本

　町総合保健福祉センターの送迎用と
して使用していたマイクロバス（29
人乗り）２台を、せり売りにより売却
します。
　希望者は、総務課で配付する説明書
（参加資格要件やせり売りの方法など
を記載）をよく読み、参加申込書兼誓

売却車両①

売却車両②

約書に必要事項を記入し、申し込んで
ください。
▷せり売り日時　４月25日(木)
①午後２時～　②午後3時～
▷場所　役場庁舎４階　大会議室
▷車両概要　29人乗りマイクロバス
2台（三菱「ローザ」、ディーゼルエン
ジン）

《初度登録年月》
①平成７年11月（検査切れ）
②平成９年５月（検査切れ）

《走行距離》
①318,946Km
②320,741Km
※NOx・PM 法の規制地内での登録
はできません。
※現状有姿での引き渡し。
▷申込期間　４月10日(水) ～ 19日
(金)（土・日曜日を除く）
※説明書などは、4月１日(月)から総
務課で配付します。また、町ホームペー
ジからも入手できます（トップページ
→各課のお知らせ→総務課→総務係）。
▷その他　名義変更などの手続きや経
費は、すべて購入者で負担していただ
きます。
▷申込・問い合わせ　総務課総務係

弘川寺さくらまつり

▷日時　４月６日(土)　午前９時30
分～午後３時
▷場所　弘川寺周辺
▷内容　にぎわいバザール、記念植樹
など
▷駐車場　河内小学校（弘川寺まで送
迎あり）

《夜桜のライトアップ》
　４月５日(金)・６日(土)の午後６時
30分から９時まで、弘川寺周辺の桜
をライトアップします。
※このときは、弘川寺駐車場を利用し
てください。
▷問い合わせ　弘川寺歴史と文化の森
ふれあい推進協議会事務局（町環境・
まちづくり推進課内）

マイクロバスを売りますマイクロバスを売ります
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南
加
納
・
白
木
・
神
山
・
中
地
区（
図
の

黄
緑
色
の
部
分)

で
下
水
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
》

　

く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
台
所
・
風
呂
・
洗
濯
機
な
ど
の

排
水
や
浄
化
槽
に
つ
い
て
も
、
遅
滞
な
く
下

水
道
に
流
す
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
下
水
道
が
使
え
る
区
域（
供
用
区

域
）で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
下
水
道
へ
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。

《
改
造
資
金
の
助
成
と
融
資
》

　

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
へ
の
改
造
お
よ
び

台
所
・
風
呂
な
ど
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う

人
に
改
造
補
助
金（
５
，０
０
０
円
〜
１
５
，

０
０
０
円
）を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
旋（
40
万

円
以
内
）も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
返
済
後
、
利
子
の
一
部
を
補
助

し
ま
す（
家
屋
の
新
築
は
対
象
外
）。

《
町
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

な
け
れ
ば
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
》　

　

敷
地
内
の
排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
条
例

で
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で
の
施
工
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
は
、
上
下
水
道
課
に
問
い
合

わ
せ
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
各
課
の
お
知
ら

せ
↓
上
下
水
道
課
↓
下
水
道
）。

《
下
水
道
使
用
料
は

水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
納
付
》　

　

下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
に
流
し
た
汚

水
量（
水
道
の
使
用
量
）に
応
じ
、
水
道
料
金

と
合
わ
せ
て
２
か
月
ご
と
に
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

使
用
人
数
ま
た
は
私
設
水
道
メ
ー
タ
ー
に
よ

り
使
用
水
量
を
認
定
し
、
使
用
料
を
算
定
し

ま
す
。

《
受
益
者
負
担
金
》

　

下
水
道
が
、
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

区
域
の
土
地
の
所
有
者
な
ど（
受
益
者
）は
、

そ
の
区
域
の
土
地
面
積
に
応
じ
、
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
５
０
０
円
の
受
益
者
負
担

金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

　

今
回
、
新
た
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
の
土
地
所
有
者
に
は
、
５

月
初
旬
に
受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
不
審
な
点
検
商
法
に
ご
注
意
》

　
「
町
の
依
頼
を
受
け
、
排
水
管
の
点
検
に

来
ま
し
た
」な
ど
と
自
宅
を
訪
問
し
、「
清
掃
・

修
理
が
必
要
」な
ど
と
い
っ
た
消
費
者
の
不

安
を
あ
お
る
よ
う
な
点
検
結
果
を
報
告
し
、

高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
住
民
か
ら
の
情
報
提
供
が
増
え

て
い
ま
す（
い
わ
ゆ
る「
点
検
商
法
」）。

　

町
で
は
、
各
家
庭
の
排
水
管
な
ど
の
点
検

清
掃
の
委
託
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

新
た
な

　
下
水
道

　
　
供
用
区
域

新
た
な

　
下
水
道

　
　
供
用
区
域

中村小学校

神山・中地区神山・中地区

南加納地区
老人集会場

南加納地区南加納地区

往西寺

白木地区白木地区

柏
原
駒
ヶ
谷
千
早
赤
阪
線

中
村
北
口
バ
ス
停

中地区中地区
中地区

老人集会所

中地区中地区
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後
期
高
齢
者

　
　
医
療
制
度

後
期
高
齢
者

　
　
医
療
制
度

※基礎控除額などの数値については、今後の税法改正などによって変動するこ
とがあります。
※軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得金額などには、　専従者控
除、譲渡所得の特別控除の税法上の規定は適用されません。　
※国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年金等控除を受けた65歳
以上の人には、公的年金などに係る所得金額から15万円が控除されます。
※世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽減判定の対象とな
ります。

〜
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
〜
　

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
被
保
険

者
へ
、４
月
下
旬
に「
健
康
診
査
受
診
券
」を「
受
診
券

在
中
」と
記
載
さ
れ
た
封
筒
で
送
付
し
ま
す（
年
度
途

中
で
75
歳
に
な
る
人
に
は
、誕
生
月
の
翌
月
初
旬
に
順

次
送
付
し
ま
す
）。

　

受
診
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、住
民
健
診
ま
た
は
広
域

連
合
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
、受
診
券
に
記
載
さ
れ

た
有
効
期
限
ま
で
、無
料（
年
度
中
に
１
回
）で
健
診
を

受
け
ら
れ
ま
す
。事
前
に
医
療
機
関
な
ど
に
連
絡
の
う

え
、受
診
当
日
は
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、長
期
入
院
中
や
施
設
入
所
中
の
人
な
ど

は
、病
院
・
施
設
に
お
い
て
健
康
管
理
が
図
ら
れ
て
い

る
た
め
健
康
診
査
の
受
診
券
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

〜
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成
〜

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、被
保
険

者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

費
用
助
成
の
申
請
は
、町
保
険
年
金
課
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
。助
成
は
年
度
中
に
１
回
限
り
で
、上
限
は

２
６
，０
０
０
円
で
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
の

コ
ピ
ー
、検
査
結
果
通
知
書
な
ど
の
コ
ピ
ー（
検
査
項

目
が
確
認
で
き
る
も
の
）、被
保
険
者
証
、口
座
情
報
が

わ
か
る
も
の
、印
鑑

▽
問
い
合
わ
せ　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

資
格
管
理
課　

☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
２
８

給　

付　

課　

☎
０
６（
４
７
９
０
）２
０
３
１

ま
た
は
町
保
険
年
金
課
老
人
医
療
係　

○被保険者均等割額の軽減　
　世帯の所得水準に応じて保険料の被保険者均等割額（51,828 円）
が軽減されます。

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
費
用
の
助
成

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
費
用
の
助
成

≪保険料の軽減が受けられる場合≫ ○所得割額の軽減　
　所得割額の賦課対象者のうち、所得
割額算定にかかる所得金額が58万円
以下（年金収入のみの場合は、その収入
が211万円以下（注２））の人は、所得割
額が一律５割軽減されます。
（注２）収入のあった年の12月31日時
点で65歳以上の人の場合。
○会社の健康保険などの被扶養者で
あった人の保険料の軽減　
　後期高齢者医療制度に加入する日の
前日において、会社の健康保険や共済
組合、船員保険の被扶養者であった人
は、所得割額は課されず、被保険者均等
割額の９割が軽減されます。
※国民健康保険・国民健康保険組合に
加入していた人は対象となりません。
【留意事項】　
　軽減対象となる人の判定は、町から
提供する所得情報に基づいて大阪府後
期高齢者医療広域連合が行いますの
で、被保険者が申請する必要はありま
せん。
　ただし、所得情報がない場合は判定
ができませんので、所得がない人は町
保険年金課への簡易申告などが必要で
す。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
率
は
、２
年
ご
と
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、平
成
24
年
度

と
同
様
の
被
保
険
者
均
等
割
額

と
所
得
割
率
で
保
険
料
を
算
定

し
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
保
険
料

（注１）所得割額の賦課のもととなる所得金額は、前年の総所得金額および山林
所得金額並びに他の所得と区分して計算される所得の金額の合計額から基礎控
除額 33万円を控除した額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

≪平成 25年度保険料算定方法（大阪府）≫

所得の判定区分 軽減
割合

軽減後の被保
険者均等割額
（年額）

❶②の世帯に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被
保険者全員の各所得が０円であるとき（ただし、公的年
金等控除額は80万円として計算する）

９割 5,182円

❷世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等
が、基礎控除額（33万円）を超えないとき

８.５割 7,774円

❸世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等
が【基礎控除額（33万円）＋ 24 万５千円×被保険者の
数（被保険者である世帯主を除く）】を超えないとき

５割 25,914円

❹世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等
が【基礎控除額（33 万円）＋35 万円×被保険者の数】
を超えないとき

２割 41,462円

保険料
（年額） ＝

被保険者均等割額
＋

所得割額



実
施
期
間

5
月
〜
7
月
の
定
め
ら
れ
た
日

（
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
医
療
機
関
健
診（
特
定
健
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
）は
5
月
〜
平
成
26
年

3
月
に
行
い
ま
す
。

※
集
団
健
診
・
医
療
機
関
健
診
に
関

わ
ら
ず
、
各
種
健
診
は
年
度
を
通
じ

て
１
人
１
回
の
み
の
受
診
で
す
。

健
診
場
所

　

河
南
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

（
か
な
ん
ぴ
あ
）

対
象　

▽
が
ん
検
診　

会
社
な
ど
で
検
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
対
象
年
齢
の
住

民※
医
療
保
険
に
関
係
な
く
対
象
年
齢

の
住
民
は
受
診
で
き
ま
す
。

※
検
診
項
目
に
よ
り
対
象
が
異
な
り

　

健
診
は
、
あ
な
た
の
健
康
を
見
守
り
、
異
変
に
い
ち
早
く
気
付
く
た
め

　

健
診
は
、
あ
な
た
の
健
康
を
見
守
り
、
異
変
に
い
ち
早
く
気
付
く
た
め

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　　

11
年
に
年
に
11
回
は
健
診
を
受
け
、
そ
の
結
果
か
ら
普
段
の
生
活
を
見
直
し
、

回
は
健
診
を
受
け
、
そ
の
結
果
か
ら
普
段
の
生
活
を
見
直
し
、

健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。

▽
特
定
健
康
診
査　

40
〜
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
み

※「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」が
必
要

で
す
。（
保
険
年
金
課
か
ら
4
月
以
降

発
送
予
定
）

▽
後
期
高
齢
者
健
康
診
査　

75
歳
以

上※「
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
受

診
券
」が
必
要
で
す
。

（
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
4
月
以
降
発
送
予
定
）

費
用

一
部
の
検
診
で
費
用
負
担
が
必
要

　

当
日
受
付
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
に
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
の
送
迎
バ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。
時
刻
表
な
ど
詳
細

は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＜特定健康診査＞
　健診当日に「特定健康診査受診券」
（保険年金課から4月以降発送予定）
と「国民健康保険被保険者証」を必ず
持参してください。
　国民健康保険加入者以外の人は、
各医療保険者に問い合わせてくださ
い（医療保険者とは、健康保険組合、
全国健康保険協会、共済組合などで
す）。

＜胃がん検診＞
　検診前日の夕食は午後9時までに
済ませてください。検診当日は、起
床時から水、たばこ、その他一切の
飲食物をとらないでください。
　次の人は胃がん検診（胃Ｘ線検査）
を受けることができません。
•妊娠中または妊娠している可能性
のある人

•長時間立っていることが困難な人
（薬を内服中の人へ）

　検査当日の内服は、服用時間、回
数などを主治医と相談してくださ
い。命にかかわるような大切な薬は、
検査の3時間以上前に少量の水で飲
むこともできます。通常の薬は、検
査後に飲むのが理想です。

＜後期高齢者健康診査＞
　健診当日に「後期高齢者医療健康診査受診
券」（大阪府後期高齢者医療広域連合から4月
以降発送予定）と「後期高齢者医療被保険者
証」を必ず持参してください。

＜大腸がん検診＞
　申し込んだ人に大腸がん検診問診票、検体
塗布紙（2枚）を送ります。便を2回分とって
検診当日に持参してください。

＜乳がん検診＞
　必ず、視触診とマンモグラフィのセット受
診です。
　次の人は乳がん検診を受けることができま
せん。
•心臓ペースメーカーを装着している人
•豊胸術を受けた人
•妊娠中または妊娠している可能性のある人
•授乳中の人
乳がん・子宮頸がん検診は保育付き（無料）！
　保育を希望する人は、申し込みの時に伝え
てください（就学前までの子どもが対象）。

＜前立腺がん検診＞
　血液検査で前立腺特異抗原（PSA）を調べ
ます。精密検査が必要となった場合は、必

・
ず
・

専門病院を受診してください。

＜胸部ＣＴ検査＞
対象
①50歳以上の喫煙者で喫煙指数
600以上の人（＊）
②50歳以上の禁煙して5年以内
で、禁煙までの喫煙指数が600
以上の人
③50歳以上の希望者（喀

かく

痰
たん

検査
は不可）　　
※ただし①②の人を優先します。
＊喫煙指数＝1日のたばこ本数×喫
煙年数（例えば、たばこを1日20本
ずつ30年間吸っている人は20本×
30年＝600となります。）
※胸部ＣＴ検査対象者でＣＴ検査
を希望されない人は、胸部レント
ゲン検査と喀痰検査が受診できま
す（胸部レントゲン検査か胸部Ｃ
Ｔ検査のいずれかのみ）。
※胃がん検診でバリウム服用後の
ＣＴ検査は1週間以上空ける必要
があります。

（喀
かく

痰
たん

検査の方法）
　申し込んだ人は指定日（検診の
約1週間前）に健康づくり推進課
で容器を受け取り、3日分の痰を
容器に入れて検診当日に持参して
ください。

▷日時　①6月21日(金)　②7月25日(木)　いずれも午後1時30分～
▷場所　保健福祉センター（かなんぴあ）　▷問い合わせ　健康づくり推進課（かなんぴあ内）

各種健診の注意事項各種健診の注意事項

住
民
健
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う
！

住
民
健
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う
！
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申
込
方
法　

　

す
べ
て
の
健
診
で
予
約
が
必
要
で

す
。

▽
予
約
期
間
中
の
専
用
電
話

☎（
９
３
）４
５
６
０

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
予
約
受
付
日
時

4
月
15
日（
月
）〜
19
日（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

※
申
し
込
み
時
は
、
医
療
保
険
証
を

確
認
し
、
希
望
の
健
診
日
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
希

望
の
健
診
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

（
注
意
）申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、

健
診
日
ま
で
に
健
診
当
日
の
受
付
時

間
を
記
載
し
た
検
診
予
約
券
と
予
約

し
た
健
診
の
問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
て
健
診
当
日
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
通
知

1
〜
2
ヶ
月
後
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
日
に
健
診
を
受
け
て
も
項
目

に
よ
り
通
知
日
が
異
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
推
進

課
健
康
管
理
係（
か
な
ん
ぴ
あ
内
）

▷受付時間　▷受付時間　午前９時～11時30分(全予約制）午前９時～11時30分(全予約制）
子宮頸がん検診、乳がん検診の受付時間は午後１時30分～３時30分です。子宮頸がん検診、乳がん検診の受付時間は午後１時30分～３時30分です。
※年齢はいずれも年度内（平成26年３月31日時点）の年齢。※年齢はいずれも年度内（平成26年３月31日時点）の年齢。

結果説明会を開催します！
　特定健診・後期高齢者健診を受診した人を対象に、健診結果の見方や生活習慣改善のポイントをお伝えします。

≪集団健診日程表≫

項　　目
対象者

（年齢は平成26年
3月31日時点の年齢）

内　　　容
１日
の
定員

費用
５月 ６月 ７月

29 30 31 2 3 4 27 28 29 1 2 3
水 木 金 日 月 火 木 金 土 月 火 水

特 定 健 康 診 査
40歳～74歳の
国民健康保険
加入者

問診、身長・体重・腹囲
測定、内科診察、血圧測定、
検尿、血液検査（中性脂肪、
HDLコ レ ス テ ロ ー ル、
LDLコレステロール、肝
機能、血糖､ ヘモグロビ
ンA1c、貧血）心電図検査、
眼底検査は希望者）※後期
高齢者は腹囲測定を除く

110
人

無料
　
※必ず
受診券
が必要

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

後期高齢者健康診査 75歳以上の人 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

肝炎ウイルス検査
40歳～75歳の
人で過去に受けて

いない人

Ｂ型肝炎ウイルス抗原
検査、C型肝炎ウイル
ス抗体検査

無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

結核・
肺がん
検　診

胸      部              
レントゲン 40歳以上の人

問診、胸部レントゲン
検査、喀痰検査（ハイリ
スク者のみ）

125
人 無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

胸部CT

50歳以上の
喫煙者で喫煙指数
（1日のたばこ本数×喫煙年
数）が600以上の人および50
歳以上の希望者(喫煙者優先)

問診、胸部ＣＴ検査、
喀痰検査（ハイリスク者
のみ）

40
人

1,000
円 ● ● ● ●

胃 が ん 検 診

40歳以上の人

問診、胃部レントゲン
検査（※受けられない
人：妊娠中の人など）

125
人

500
円 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大 腸 が ん 検 診 問診、便潜血反応によ
る検査

120
人 無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

歯 科 健 診 問診、口腔内診査 30人 無料 ● ● ● ●

骨粗しょう症検診 40歳以上の女性 問診、超音波による骨
密度測定 70人 500

円 ● ● ● ● ● ● ●

前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性 問診、血液検査（PSA
検査） 無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

乳 が ん 検 診
40歳以上の女性、
２年毎の受診

（今年度は昭和48年以
前の偶数年生まれ）

問診、視触診、乳房レン
トゲン検査（※受けられな
い人：ペースメーカー装
着者、豊胸術後の人、妊
娠中の人など）

80人 1,000
円 ● ● ● ● ● ●

子 宮 頸 が ん 検 診

20歳以上の女性、
２年毎の受診

（今年度は昭和の偶数年
生まれと平成5年以前
の奇数年生まれの人）

問診、視診、細胞診（頸
部）、内診 70人 500

円 ● ● ● ● ● ●

●は実施している健診●は実施している健診

↗
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■4月のスケジュール
場所　かなんぴあ（保健福祉センター） ※相談や検査に関するプライバ

　シーは守ります。
内　　　容 月　日 時　　間 備　　　　　考

１歳６か月児健診 4月4日㈭ 受付
　12:45 ～ 13:00 対象　平成23年8月～ 9月生まれ

健 康 相 談 毎週金曜日 受付
　9:00 ～ 17:00

育児から生活習慣病や介護に関す
るあらゆる相談を受け付けます
（電話による相談も可）

4 か 月 児 健 診 4月10日㈬
5月15日㈬

受付
　12:30 ～ 12:45 対象　4か月児

栄 養 相 談 4月22日㈪ 受付
　9:00 ～ 16:00

対象　離乳食から生活習慣病や介
護食まで栄養に関する相談を受け
付けます（電話による相談も可）

離 乳 食 講 習 会
（ 前 期 ） 4月23日㈫ 受付　13:15

対象　3か月～ 4か月児
5か月～ 8か月児の食事の話や実
演、試食など

育 児 相 談 4月30日㈫ 受付
　14:00 ～ 14:15 対象　2か月～ 12か月児

２歳児歯科健診 5月9日㈭ 受付
　13:00 ～ 13:15 対象　平成23年4月～ 5月生まれ

歯 科 相 談 5月9日㈭ 受付　14:30 電話で予約してください

両 親 教 室 5月9日㈭ 受付
　13:00 ～ 13:15 

対象　妊婦とその家族
妊娠中の食生活、歯の手入れ、歯
科健診など

場所　富田林保健所  ☎（23）2681 ※相談や検査に関するプライバ
　シーは守ります。

内　　　容 月　日 時　　間 備　　　　　考
こころの健康相談 予約制 ９：30 ～ 17：00 電話で問い合わせてください

エイズに関する相談 月～金
（祝日を除く）９：30 ～ 17：00 予約は不要です　電話相談も可

血　 液　 検　 査
（エイズ・梅毒・

クラミジア）
４月３日㈬
４月17日㈬ 13：00 ～ 14：00

予約は不要です　匿名での検査も
可能　エイズ抗体検査は無料です
が、梅毒血清反応検査、クラミジ
ア病原体検査（尿）は手数料が必
要になる場合があります

血　 液　 検　 査
（肝炎ウイルス検査） ４月17日㈬ ９：30 ～ 10：30 電話で予約してください（先着順検査無料）

飲 用 水 ・
井 戸 水 検 査

毎週月曜日
（月曜日が祝日
の時は火曜日）

９：30 ～ 11：30
検査手数料が必要　電話で予約し
てください（予約先　藤井寺保健
所　☎ 072（952）6165）　

腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜日が祝日
の時は火曜日）

９：30 ～ 11：30 検査手数料が必要　

医療機関に関する
相 談

月～金
（祝日を除く）

９：00 ～ 12：15
13：00 ～ 17：30 予約は不要です

休　日　診　療
診療科目 場　　所 診　察　日 時　　間

内　 科・歯　 科 休日診療所　☎（28）1333
住所 富田林市向陽台 1-3-38 日曜日・

祝日・
年末年始

受付
９：00～ 11：30
13：00～ 15：30小 児 科

（中学生まで）
富田林病院　☎（29）1121
住所 富田林市向陽台 1-3-36

災害時協力井戸に登録を！
災害などの断水時に、被災者の生活用水として井戸水を提供していただける人は、
富田林保健所まで連絡してください。

子どもの夜間・早朝の急病は　消防本部　☎（90）3119へ
午後８時から翌朝８時まで小児急病診療を行っています。

（ただし、土曜・日曜・祝日・年末年始は午後４時から翌朝８時まで）
消防本部では当番の病院を紹介し、緊急の場合は救急車での搬送を行います。
大阪府小児救急電話相談（午後 8時から翌朝 8時まで）
☎０６（６７６５）３６５０…ダイヤル回線・ＩＰ電話利用の場合
＃８０００………携帯電話・ＮＴＴプッシュ回線利用の場合

夜間の子どもの急病時、病院に行ったほうがよいかどうか判断に迷った時、小児
科医の支援体制のもとに看護師や保健師が電話で相談に応じます。（医療行為は行
いません。）
「こどもの救急」ホームページ（日本小児科学会　http://kodomo-qq.jp/）でも、
受診判断の目安となる情報を掲載していますので活用してください。

こころの健康に不安を感じたら
大阪府こころの健康総合センター　☎06（6607）8814
　受付時間：平日　9：30～ 17：00
関西いのちの電話　☎ 06（6309）1121
　受付時間：24時間　365日

予防接種
•ＢＣＧ接種　対象年齢が生後３か月
～１歳未満になります（標準的な接種
時期・生後５か月～８か月未満）。
•ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん
予防ワクチン　４月１日から定期接種
になります。
•水痘、おたふくかぜワクチン　４月
１日以降に接種した１歳児または２歳
児の予防接種にかかる費用を全額助成
します。
▷問い合わせ　健康づくり推進課健康
管理係（かなんぴあ内）　　　　

平成25年度　仮算定分
保険料納付通知書を送付
　平成25年度国民健康保険料の仮算
定納付通知書（４～６月分）を送付しま
す。仮算定保険料とは、平成25年度
保険料の算定基礎となる平成24年中
の所得金額が確定していないため、平
成25年３月31日現在で国保に加入
している世帯の平成24年度の保険料
を基準に暫定的に賦課したものです。
　本算定は、７月に決定し通知します。
７月～翌年３月分の各月の保険料は本
算定保険料額から、仮算定保険料額を
差し引いた残りを９回に分けた金額に
なります。
　特別徴収（年金からの支払い）の世帯
の場合は、4・6・８月分の保険料は、
2月に納付した保険料相当額を徴収し、
10月分以降の保険料で調整すること
になります。
　保険料を決定するには、世帯の正確
な所得状況の把握が必要です。
　所得の申告をしていないと、法定軽
減基準に該当する世帯であっても、そ
の判断ができず軽減されませんので、
所得がないなど申告の義務がない人も
必ず申告してください。
▷問い合わせ　保険年金課国民健康保
険係

水痘、おたふくかぜワクチン
４月１日以降に接種した１歳児または２歳児の予防接種にかかる費用を全額助成します。

▷問い合わせ　健康づくり推進課（かなんぴあ内）
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栄養士さんの
ワンポイントアドバイス

生鮭（小さめ）…………４切れ
小麦粉…………………大さじ１
サラダ油………………小さじ２
白ネギ……………………1/2 本
生シイタケ…………………４枚
パプリカ（黄）…………1/4 個
アスパラガス………………２本
カボチャ…………………８０ｇ

難波漬けのタレ
　だし汁…………………100ml
　酢…………………大さじ1.5
　濃口醤油…………大さじ1/2
　淡口醤油…………大さじ1/2
　みりん……………大さじ１
　砂糖………………小さじ１
　赤唐辛子………………1/2本

お い し く 楽

康

し く

健 理料

❶生鮭は２～３等分に切り、小麦粉
を薄くまぶす。温めたフライパン
にサラダ油を敷き、両面こんがり
と焼く。

❷白ネギは４cmの長さの斜め切り
にする。生シイタケは飾り切りに
する。パプリカは 7～ 8mm幅に
縦に切る。アスパラガスは、はか
まをとって４cmの長さの斜め切
りにする。

̶̶  作り方 ̶̶

（１人分）エネルギー：143kcal ／ 塩分：0.8 ｇ

食生活改善推進協議会
〈今月の料理〉

材　料（４人分）

～鮭と五色野菜の
　　　難波漬け～

❸カボチャは５ｍｍ幅の薄切りにす
る。

❹②、③をそれぞれアルミホイルで
包み、グリルの強火で②は約６分、
③は８～ 10 分焼く。

❺タレの材料を鍋に入れて温め、①
と④ ( アスパラガス以外 ) を約 30
分漬け込む。

❻器に盛り付け、アスパラガスを⑤
のタレにくぐらせてから飾る。

　大阪は古くからネギの産地で、現在
の難波周辺で栽培されていたものは
「難波ネギ」と呼ばれていたことから、
ネギを使った料理に「難波」という名
前がついたそうです。難波漬けはネギ
と魚を白焼きにして、だし汁でうすめ
た合わせ酢に漬けた料理です。
　春は色鮮やかな野菜が出回る時期で
すので、いろいろな組み合わせが楽し
めますね。

妊婦健診の妊婦健診の
公費負担額を拡充します！公費負担額を拡充します！
　妊婦が安心・安全に出産できるよう、
4月から1人当たりの妊婦健診公費負
担額を92,100円から116,840円に
引き上げます。母親の健康のため、ま
た生まれてくる赤ちゃんのためにも、
定期的に健診を受けましょう。
▷対象　町在住で4月以降出産予定の

妊婦（すでに妊婦健診を14回受診し
た人を除く）
▷受診券の交付方法　母子健康手帳交
付時に受診券を交付します。4月1日
より前に交付した受診券を持っている
人は、その受診券が使えます。
※町へ転入した人で、他市町村の受診
券を持っている人は、そのままでは使
えません。新しい受診券を交付します
ので、母子健康手帳、印鑑、現在持っ

ている受診券を健康づくり推進課窓口
へ持参してください。
▷健診実施機関　大阪府内の医療機関
や助産所
※里帰り出産などで、大阪府外で妊婦
健診を受ける場合は、健康づくり推進
課に相談してください。
▷問い合わせ　健康づくり推進課健康
管理係（かなんぴあ内）

国民年金保険料が
改正されます

　平成25年４月分から平成26年３
月分までの国民年金保険料は、月額
15,040円です（60円の引き上げ）。
　保険料を前納すると下表のような割
引があります。

（※１）口座振替には１か月の早割制度
があります。通常の振替日は翌月末で
すが、当月末の振替にすると、月々の
保険料が５０円安くなります。
（※２）６か月分の前納は、４月分から
９月分までの保険料を４月末までに納
め、10月分から翌年３月分までの保
険料を10月末までに納めます。口座
振替の場合は、それぞれ４月末と10
月末に振り替えます。
（※３）１年分の前納は、４月分から翌

年３月分までの保険料を４月末までに
納めます。
•納付書は、４月上旬に郵送される納
付案内書に綴られています。
•口座振替による平成25年度の１年
分の前納、４月分から９月分の６か
月分の前納の申込は、２月末で締め
切りました。
•現金前納の場合、６か月分・１年分
以外でも、希望月から翌年３月分ま
での前納が可能です。
•月末が休日の場合は、翌営業日が振
替日または納付期限となります。
▷問い合わせ　天王寺年金事務所　　
☎06（6772）7531または保険年金
課国民年金係

納付方法 １か月分（※１） ６か月分（※２） １年分（※３）
現金支払（月々） 15,040円 90,240円 180,480円
現金支払（前納）
［割引額］

89,510円
［730円］

177,280円
［3,200円］

口座振替（前納）
［割引額］

14,990円
［50円］

89,210円
［1,030円］

176,700円
［3,780円］
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春の火災予防運動週間

住宅防火診断を実施

100歳のお祝い訪問

　３月８日、筧ヤスエさんが、100歳の誕生日を迎えられ、
町から祝い状と祝い金を贈りました。
　現在、特別養護老人ホーム菊水苑に入所している筧さん
は、施設の人が準備してくれた手作りケーキを前に「元気で
誕生日を迎えられてうれしいです。」と喜んでおられました。

国道309号　４車線供用開始

　２月22日、国道309号の神山南交差点から町道
石塚線までの約800mの区間で、４車線道路の供用
が開始されました。
　これに合わせて、神山森屋線と中村金剛山線から
国道309号に向かう交差点２か所に信号機が設置さ
れ、安全に通行できるようになりました。

　大和川と石川の水質をきれいにしよう！と３月３日の
午前9時から大和川・石川クリーン作戦が行われました。
　７回目の参加となった今回、町の会場の石川スポー
ツ公園河川敷には約200人が集まり、約４ｔのごみを収
集することができました。

府内最大の一斉清掃！
大和川・石川クリーン作戦

　3月1日・２日に町消
防本部と女性消防団
が大宝地区民生委員
の協力を得て、一人暮
らし高齢者の住宅を訪
問し、住宅防火診断を
行いました。
　住宅火災による死者
の数が毎年1,000人
を超えるなか、65歳以上の高齢者が全体の6割を
占め、その被害を軽減するために全国各地で行わ
れています。

石川地区で自主防災組織発足
　３月10日、
一須賀老人
会館で「石川
地区自主防
災組織」の設
立総会が行わ
れ、石川地区
内４地区の役
員、発起人、会員が参加。
　「災害被害を減らすには、地域住民の防災活動が
最も効果的」と自主防災組織の必要性を確認し、今
後は、防災意識を高めながら、知識を広めたり、防災
訓練や防災資機材の調達などに取り組まれます。

水道緊急連絡管を設置

　災害などで水道施設
が被害を受けても、水
道水の安定供給を早期
に回復できるよう、町と
千早赤阪村が協力して
相互応援体制を図るこ
とを目的に、水道緊急
連絡管を神山地区に設
置しました。
　連絡管のバルブは通常、閉じられていますが、緊急
時はバルブ操作を行って被災した側の町村へ応援給
水します。
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　自殺予防対策が私たちの身近な問題であり、いの
ちの大切さを考えてもらうため、3月2日にぷくぷく
ドームで「いのちを考えるつどい」を開催しました。
　第１部の「彩雅」による躍動感あふれる津軽三味線
演奏に心を引き込まれ、第2部の講演では、廣中邦充
和尚の「一日一日大切に生きていこう」と体当たりの
愛情を持って子どもたちと接してきた話に聞き入って
いました。
　廣中和尚は会場を駆け回り、一人ひとりと握手しな
がら、参加した約200人に元気を与えてくれました。

安藤忠雄氏講演会

近つ飛鳥を梅いっぱいに

　3月２日、日本を代表する建築家　安藤忠雄さん
による講演会「近つ飛鳥を梅いっぱいに」が近つ飛
鳥博物館で行われ、約400人の来場者で満員とな
りました。
　博物館周辺で９年前から取り組んでいる梅の植
樹活動をはじめ、建築物と自然が調和した景観づく
りの話などが展開され、集まった人々は熱心に耳を
傾けていました。会場では梅植樹基金への募金も
募り、たくさんの人が協力してくださいました。

いのちを考えるつどい

　２月25日、河内小学校６年生の児童が白木山公園付
近の斜面に卒業記念の桜を植樹しました。
　また、３月２日には雪のちらつく中、地元小学生や地
域の人たち約30人で、桜やヤマモモの苗木約70本を
植えました。
　この事業は、里山の保全を目的に毎年弘川寺歴史と
文化の森ふれあい推進協議会が開催しているもので、
NPO法人里山倶楽部の指導のもと行なっています。
　この日植えた苗木は、（財）日本さくらの会と大阪府
から提供を受けたものです。

桜を植えました

　３月10日、旧かつらぎ自然の家で、あそびの広場
（町青少年指導員連絡協議会主催）が行われました。
　この日は、あいにくの天気になりましたが、親子や
友だち同士など150人が参加し、木工・竹細工・折り
紙・パンづくりや丸太切り競争・竹馬・弓矢遊びなどに
チャレンジしていました。
　お昼には自分で作ったお箸で炊き出しの豚汁とお
にぎりを食べ、オカリナクラブ「ウインディ」の楽器演
奏を楽しみました。

あそびの広場
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さくらんぼ相談 4月25日（木） 午後１時30分～３時
　日ごろの介護について介護者（家族）の会「さくらんぼ」の役員が相談に応じます。
▷場所　かなんぴあ１階 障がい者ルーム　　▷問い合わせ　町社会福祉協議会 ☎（93）6299

4月の相談（29日を除く）

情報

内　　　容 日　　程 時　　間 場　　　　所
行　 政 相 談 4月 17日（水） 13:00 ～ 15:00 役場 4階　大会議室
心 配 ご と 相 談 月 ～ 金 曜 日 9：00 ～ 17：30 役場３階　社会福祉協議会事務局
消 費 生 活 相 談 月・火・木曜日 10：00 ～ 16：30 役場２階 環境・まちづくり推進課
農　 地　 相　 談 月 ～ 金 曜 日 9：00 ～ 17：00 役場2階 農業委員会事務局
就　 労　 相　 談 月 ～ 金 曜 日 9：00 ～ 17：00 役場2階 環境・まちづくり推進課
子 育 て 相 談 月 ～ 金 曜 日 9：00 ～ 17：00 かなんぴあ１階 子育てセンター
家 庭 児 童 相 談 月 ～ 金 曜 日 9：00 ～ 17：30 役場１階 こども１ばん課
母子自立支援員出張相談 ４月８日（月） 14：00 ～ 16：00 役場１階　相談室１

女 性・ 人 権 相 談 月 ～ 金 曜 日 9：00 ～ 17：00
役場１階　相談室１
太子町役場　☎(98)5515
千早赤阪村役場　☎(72)0081

進 路・ 教 育 相 談 月 ～ 金 曜 日 13：00 ～ 17：00 役場１階　教育課

府
の
相
談

府 政 相 談 月 ～ 金 曜 日 ９：00～17：30
府民お問合せセンター情報プラザ
（南河内府民センタービル１階）
電話での問い合わせは、
☎06(6910)8001

交 通 事 故 相 談 月 ～ 金 曜 日 ９：00～17：30 大阪府庁別館１階
☎06(6941)7000

行政相談
▷日時　４月17日(水)　午後1時～
３時
▷場所　役場４階 大会議室
▷内容　府、町などをはじめ、警察や
国、独立行政法人、公社などのあらゆ
る行政についての意見や要望に関する
相談
▷相談員　行政相談委員
•田毎照隆さん（大ヶ塚106）
　☎（93）2691
•松田利幸さん（中994）
　☎（93）2408
※相談日以外の日や電話でも相談に応
じています
▷問い合わせ　総務課総務係

陸上自衛隊信太山駐屯地
創立記念行事

▷日時　４月28日(日)　午前９時～
午後３時（一般開放）
▷場所　陸上自衛隊信太山駐屯地（和
泉市伯太町官有地）
▷内容　観閲式、訓練内容の展示、装
備品展示、体験試乗、太鼓演奏、子ど
も広場など
※荒天（暴風雨）の場合は、一部行事を

中止又は変更して行います。
▷参加費　無料
※来場の際は、公共の交通機関を利用
してください。最寄り駅はＪＲ阪和線
信太山駅（徒歩約15分）です。
▷問い合わせ　陸上自衛隊信太山駐屯
地広報室　☎0725（41）0090

ボランティアサロンへ
気軽にお越しください
▷日時　４月11日(木)　午前10時～
正午
▷場所　かなんぴあ２階　ボランティ
アルーム
▷内容　魔除けのどんぐりのブローチ
作り、ボランティアに関する情報交換
や相談
▷費用　実費
▷問い合わせ　町ボランティアセン
ター（町社会福祉協議会内）

☎(93)6299

喜志駅地下自転車駐車場
利用案内

　自転車と原付バイクが駐車可能で、
一時利用もできます（近鉄長野線「喜
志」駅へは、地下専用通路で直結）。
▷利用料金

※３か月定期や回数駐車券もありま
す。
▷利用時間　午前６時～翌日の午前０
時30分
▷申込・問い合わせ　富田林市営喜志
駅地下自転車駐車場　☎(24)6293

春の全国交通安全運動
４月６日(土) ～ 15日(月)
　今回の運動では、次の４つを重点目
標としています。
•子どもと高齢者の交通事故防止
　道路への飛び出しや無理な横断はや
めましょう。また、運転者は特に子ど
もや高齢者に思いやりのある運転を心
がけましょう。
•自転車の安全利用の推進
　自転車に乗るときは、ルールとマ
ナーを守りましょう。
•全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底

　シートベルト・チャイルドシートは、
正しく着用しましょう。
・飲酒運転の根絶
　河南町ほか富田林警察署管内の市町
村では、飲酒運転撲滅宣言を行ってい
ます。「飲酒運転は、しない・させない」
を徹底しましょう。
▷問い合わせ　富田林警察署

☎（25）1234

区　分
定期

利用料金
一時

利用料金

１か月 １回駐車券

自転車
（学生割引）

2,300円
（1,900円） 200円

原付
バイク 3,300円 300円
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地域の

ラ・フォレスタ
春のクラフトフェア

　第1弾は「おおさか河内材」のヒノキ
を使って、節句の鯉のぼりを一刀彫で
作ります。名前を入れると特別な贈り
物にもなります。第2弾は浮き彫り細
工で表札などを作ります。
▷日時　
•第1弾：4月13日(土)
•第2弾：4月27日(土) 
※時間はいずれも午後１時～４時30
分
▷場所　南河内林業総合センター
　ラ・フォレスタ（千早赤阪村東阪
1238-5）
▷定員　各10人（事前に申し込みが
必要）
▷参加費　各2,800円
▷申込方法　４月7日(日)午前10時以
降に電話で申し込んでください（定員
になり次第締め切り）。
▷申込・問い合わせ　南河内林業総合
センター　ラ・フォレスタ　

☎（72）0090

富田林・河南・太子・千早
昭和57年度
合同三十路式

　成人式から10年が経過した今、市
町村や中学校間の隔たりを越えた、新
たな時代を担う世代の地域コミュニ
ティの強化をテーマに開催されます。
　久しぶりに会う友人や新たに出会う
仲間と盛り上がりましょう。
▷対象　河南町および富田林市、太子
町、千早赤阪村在住の30歳の人（昭和
57年４月２日～昭和58年４月１日
生まれ）または平成10年３月に同市
町村立中学校を卒業した人
▷日時　5月12日(日)　午後２時～
６時（受付：午後１時～）
▷場所　すばるホール４階　銀河の間
▷参加費　2,000円
▷申込方法　Eメールの件名に卒業中
学校、本文に住所・氏名・電話番号を
記入し、 misojishiki30@gmail.com
にメールで申し込んでください。
▷申込期限　４月30日(火)
※詳しくはfacebookページをご覧く
だ さ い。（ https://facebook.com/
misojishiki）
▷問い合わせ　昭和57年度会　河南
町代表　丸山周平　☎090（9888）
0631

バリアフリー 2013
　高齢者や障がい者の快適な生活を提
案する総合福祉展を開催します。
▷日時　４月18日(木) ～ 20日(土)　
午前10時～午後5時
▷場所　インテックス大阪（地下鉄・
ニュートラム「中ふ頭」駅下車すぐ）
※身体障がい者用の優先駐車場あり。
▷内容　福祉の未来を考える展示会、
府内障がい者授産施設の大バザー、福
祉・介護に役立つ書籍の販売など（「慢
性期医療展2013」同時開催）
▷参加費　無料
▷問い合わせ　バリアフリー展事務局
☎06（6944）9913・FAX06（6944）9912

共同募金　配分申請の受付
５月１日(水) ～ 20日(月)
　平成25年度共同募金配分申請の受
け付けを行います。
　申請を希望する社会福祉法人、社
会福祉団体などは大阪府共同募金会
ホームページをご覧ください（http://
www.akaihane-osaka.or.jp）。
　Eメールでも問い合わせが可能です
（ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp）。
※件名に「配分申請について」と明記し
てください。
▷問い合わせ　大阪府共同募金会
☎06(6762)8717・FAX06(6762)8718

春季特別展
「百舌鳥・古市古墳群出現前夜」

　大王墓と考えられる巨大古墳は、奈
良盆地から百舌鳥・古市の地に築かれ
るようになります。はたしてその背景
は？寛弘寺の古墳群についても展示が
あります。
▷期間　４月27日(土) ～６月30日(日)
▷開館時間　午前10時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）
▷休館日　月曜日（ただし４月29日

(月・祝)・５月６日(月・振替)は開館、
５月７日(火)は休館）
▷入館料　一般600円、高校生・大
学生・65歳以上400円、20人以上
の団体は２割引、中学生以下・障がい
者手帳を持っている人（介助者を含む）
は無料
▷学芸員による展示解説　４月29日
(月・祝)、５月３日(金・祝)、５月６
日(月・振替)　午後２時～２時30分

４・５月のイベント情報
≪古墳の森コンサート

奏・SO・爽2013≫
▷日時　４月29日(月・祝)　午後１
時～4時
▷場所　近つ飛鳥博物館　屋上階段

広場（雨天の場合は地階ハイビジョン
コーナー前）
▷参加団体　南河内地域の高等学校軽
音楽部、フォークソング部、マンドリ
ン・ギター部

≪その他のイベント≫
•古墳時代まつり　５月３日(金・祝)
•博物館バックヤードツアー
　５月４日(土・祝)
•古墳探検ツアー、古代衣装体験
　５月５日(日・祝)
※詳細は博物館ホームページまたは、
博物館に問い合わせてください。
▷問い合わせ　近つ飛鳥博物館

☎（93）8321
http://www.chikatsu-asuka.jp/

近つ飛鳥博物館近つ飛鳥博物館
春季特別展・春のイベント春季特別展・春のイベント
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4月のごみ・し尿

ご　
　
　
　

み

ごみの種類および地区名 収　集　日
も
え
る
ご
み

大宝地区 毎週月・木曜日
大宝地区以外 毎週火・金曜日

もえないごみ（粗大ごみ） 第４水曜日（24日）

資
源
ご
み

空き缶・空きビン 第２水曜日（10日）
ペットボトル、プラスチック製容器包装
（発泡スチロール含む）

第２木曜日（11日）
第４木曜日（25日）

※資源ごみは、午前８時ごろから収集に入りますので、それまでに地
区の資源ごみ置き場に出してください。ご協力をお願いします（地
区により収集時間が遅くなることもあります）。

し　
　
　
　

尿

地　　区　　名 通常の収集日 月２回収集申込者の収集日
東山・一須賀・大ヶ塚・山城・寺田・
白木・長坂・今堂・北加納・南加納・
芹生谷・馬谷

12日(金) 12日(金)･29日(月)

平石・弘川・持尾・下河内・
上河内・青崩 15日(月) 15日(月)･29日(月)

中・神山・寛弘寺 16日(火) 16日(火)･29日(月)
軽自動車による収集 17日(水) 17日(水)･29日(月)
※収集日程は、変更する場合があります。また、土・日曜日および
祝日の臨時くみ取りはできません。

資源ごみは、レジ袋などに入れず、直接推奨袋に入れて出してくださ
い。スプレー缶・カセットボンベは、必ず使い切ってから空き缶・空
きビンの収集日に出してください。

上下水道料金の口座振替日
変更します

　平成25年４月から上下水道料金の
口座振替日を次のとおり変更します。

※振替日が金融機関の営業日ではない
場合は、翌営業日が振替日となります。
▷問い合わせ　上下水道課

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）
高濃度予測時のご注意

　大阪府では、環境省が示した注意喚
起の指針に基づき微小粒子状物質（Ｐ
Ｍ2.5）が高濃度となると予測され、
注意喚起が必要となった場合、防災情
報メールで配信します。
※登録方法は、「おおさか防災ネット」
のホームページをご覧ください。
http://www-cds.osaka-bousai.
net/pref/index.html

《環境省の指針の概要》
　注意喚起は、午前５時から７時の時
間値の平均が85μｇ/㎥を超えた場
合に適用されます。
　その場合、不要不急の外出や屋外で
の長時間の激しい運動をできるだけ減
らすよう心がけてください。
※本格的に測定を開始した昨年４月か
らの南河内地域内測定局のデータで
は、暫定指針値（日平均値70μｇ/㎥）
を超えたことはありません。
▷問い合わせ　環境・まちづくり推進
課美しいまち係

届きましたか？ごみシール

　4月から使用するごみ処理券（無料
シール）は届いていますか？「まだ届い
ていない」「シールの種類、枚数が異な
る（表参照）」という場合は、住民生活
課へ連絡してください。
《住民登録をしていない人は》

　町内在住でも住民登録を行っていな
い人には、シールは届きません。印鑑
と町内在住を証明するもの（水道・電
気代の領収書など）を持って、住民生
活課へお越しください。

《次のことに注意してください！》
•今回の配布枚数は、1年分です。た
だし、有効期間は、2年間（平成25年
4月1日～平成27年3月31日）です。
•前回（平成24年3月）に配布した
シールも、平成26年３月31日まで使
用できます。
▷問い合わせ　住民生活課衛生係　

変更前 変更後

振替日 偶数月
15日 変更なし

再振替日 偶数月
27日

偶数月
末日

再々振替日 奇数月
15日

ごみの
種類 世帯人数

シールの
種類と
色

配布する
シールの
枚数

も え る
ご　　み

1人～2人

もえる
ごみ専用
（無料）
シール
(ﾋﾟﾝｸ)

110枚

3人～4人 220枚

5人～6人 280枚

7人以上 340枚

もえない
ご　　み
（粗大ごみ）

全世帯
一　律

粗大ごみ
専用
(無料）
シール
(ﾗｲﾄｸﾞﾘｰﾝ)

36枚
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▷対象　生後3か月以上の犬
▷受ける回数　1回（毎年）
▷手数料　狂犬病予防注射手数料およ
び注射済票交付手数料 3,200円（内
訳：注射手数料2,650円・注射済票
交付手数料550円）
　今回の集合接種で、狂犬病予防注射
ができなかったり、新しく犬を飼いは
じめた場合
•狂犬病予防注射をかかりつけの動物
病院などで受けてください。接種後、
獣医師が証明する「狂犬病予防注射
済証」を持って、住民生活課で注射
済票の交付を受けてください（注射
済票交付手数料は550円です）。
•犬の登録は、住民生活課で受け付け
ています（登録手数料は１頭3,000
円です）。
※当日は、確実で安全な鎖、首輪を付
け、犬を十分制御できる人が連れて来
てください。
※飼い犬が死亡したり、登録事項に変
更があった場合は届け出てください。
▷問い合わせ　住民生活課衛生係

犬が飼えなくなったら
　何らかの事情で飼えなくなり、新し
い飼い主が見つからない時は、犬の引
き取りを行っています。
▷引取日時　毎週月・水曜日の午前９
時30分～正午
▷引取場所　犬・ねこの相談室（大阪
府食の安全推進課藤井寺分室）藤井寺
市藤井寺1-8-36
※４月１日から、犬の引き取り場所と
時間が変わりました。なお、引き取り
以外の犬に関する各種相談は、従来通
り富田林保健所で行なっています。
▷問い合わせ　犬・ねこの相談室藤井
寺分室　☎072（937）1101または
富田林保健所　☎（23）2681

※雨天などによる実施の有無については、次の時間帯に住民生活課まで問い合わ
せてください。
•午前の接種　当日の午前９時以降　•午後の接種　当日の午後０時30分以降

愛犬に狂犬病予防注射を！
～集合接種のご案内～

～ 平成25年度　狂犬病予防注射日程表 ～

日　程 地　区　名 場　　所 時　　間

４月１6日
（火）

東山・一須賀・大ケ
塚・山城 石川公園 　9:30~10:45

白木・今堂・長坂・
寺田 中央公民館前 11:00~11:40

芹生谷 芹生谷地区老人集会所前 13:00~13:20
中・馬谷 中地区老人集会所前 13:45~14:15
神山 神山地区老人集会所前 14:30~15:00

寛弘寺 寛弘寺コミュニティセン
ター前(旧集会所） 15:15~16:00

雨天の場合は、４月２3日（火）に延期します。《 小雨決行 》

４月１7日
（水）

さくら坂１・２丁目 さくら坂中央公園内 　9:30~10:30
さくら坂３・４丁目・
南 さくら坂中央公園内 10:30~11:30

大宝２・３丁目 ネオポリス公園内 13:00~14:20
大宝１・４・５丁目 大宝中央公園内 14:40~16:00
雨天の場合は、４月２4日（水）に延期します。《 小雨決行 》

４月１8日
（木）

南加納 南加納地区老人集会所前 　9:30~　9:50
北加納 北加納地区集落センター前 10:05~10:25
平石 平石地区老人集会所前 10:40~11:00
持尾 持尾地区集落センター前 11:15~11:35
鈴美台１丁目 鈴美台１丁目地区集会所前 13:00~13:30
鈴美台３丁目 鈴美台３丁目地区集会所前 13:45~14:10
下河内・弘川 下河内地区老人集会所前 14:25~14:45
上河内 上河内地区老人集会所前 15:05~15:25
青崩 青崩地区集落センター前 15:40~16:00
雨天の場合は、４月２５日（木）に延期します。《小雨決行》
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▷選考方法　書類選考および面接
▷問い合わせ　高齢障がい福祉課高齢
福祉係

放課後子ども教室
５月から開催

《元気クラブ》
　ドッジボールなどの球技や鬼ごっこ
のような昔遊びをします。
▷日時　毎月第２土曜日　午後１時～
３時（8月は除く）
▷場所　ぷくぷくドーム　ぷくホール
▷定員　30人
▷参加費　年間300円（保険代を含む）

《描こう　作ろう》
　陶芸や工作、絵画制作をします。
▷日時　毎月第３土曜日　午前９時
30分～11時30分（10～１月は除く）
▷場所　中央公民館　２階講堂
※中央公民館耐震工事のため、その期
間は休みます。詳しくは、工事期間が
決まり次第、参加者に連絡します。
▷定員　30人
▷参加費　年間700円（保険代を含む）

《生き物教室》
　昆虫や水生生物の観察や実験をしま
す。
▷日時　毎月第４土曜日　午後１時30
分～３時30分
▷場所　河内小学校　図工室（内容に
より実施場所を変更します）
▷定員　30人
▷参加費　年間700円（保険代を含む）

《各教室の応募方法》
　往復ハガキで〒585－8585（住所
不要）河南町教育委員会教育課「放課後

子ども教室」係に応募してください。
必ず往信用裏面に住所、参加者全員の
氏名・学年・電話番号、参加したい教
室名を、返信用表面には返信先の宛名
を明記してください（応募多数の場合
は抽選）。
▷応募期限　４月19日(金)（必着）
▷対象　町内在住の小学生（原則、全
日程参加できる人）
※各小学校で実施する「放課後子ども
教室」、「まなびやキッズ」については、
学校から配布する案内をご覧ください。
▷応募・問い合わせ　教育課社会教育係

子どもゆめづくり
フェスティバル

　民生委員児童委員活動週間事業とし
て「子どもゆめづくりフェスティバル」
を開催します。
　みんなで楽しく遊びましょう！
▷日時　５月11日(土)　午後１時～
３時
▷場所　ぷくぷくドームとその周辺
▷参加費　無料
※詳しくは、広報５月号と同時配布の
チラシをご覧ください。
▷問い合わせ　町民生委員児童委員協
議会事務局（町社会福祉協議会内）

☎(93)6299

町老人クラブ連合会主催
歩こう会

　日本の道１００選に選ばれた京都で、
大人気の散策路「哲学の道」をウォーキ
ングします。
▷日程　４月24日(水)
※集合時間などは、別途最終案内でお
知らせします。

▷参加費　5,500円
▷申込期限　４月12日(金)
▷申込・問い合わせ　最寄りの老人会
会長または町老人クラブ連合会事務局
（町社会福祉協議会内）

☎（93）6299

普通
救命講習会

▷日時　４月21日(日)　午後２時～
５時
▷場所　消防本部
▷対象　町内在住・在勤・在学の人
▷定員　20人（定員になり次第締め
切り）
▷参加費　無料
▷講習内容　心肺蘇生法・ＡＥＤなど
▷申込方法　消防本部窓口で申し込ん
でください。
※一度受講した人の再受講も受け付け
ています。再受講の目安は３年です。
▷申込・問い合わせ　消防本部

☎(90)3119

学校体育施設開放学校体育施設開放
　町立小学校の校庭と体育館を、地域
の人たちのスポーツ活動の場として開
放しています。利用する場合は、事前
に団体登録が必要です。
▷開放日時　土・日曜日、祝日の午前
９時～午後５時
▷開放している学校　町内の小学校
▷利用できる団体　原則として、利用
する小学校区に居住し、責任者が明確
な団体。
※詳細は、各小学校の学校開放運営委
員会で決定します。　
▷登録・問い合わせ　健康づくり推進
課（かなんぴあ内）
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女性人権相談
　女性人権に関する相談は、３町村（河
南町・太子町・千早赤阪村）のどこで
も受けられます。気軽に相談してくだ
さい（相談無料）。

▷問い合わせ　人権男女共同社会室
（町住民生活課内）

出張人権相談所
　家庭や近隣におけるいじめ、虐待、
セクハラ、差別などの人権問題で悩ん
でいる人は、町の人権相談員が相談に
応じます（相談無料）。
▷日時　４月19日(金)　午前9時30

分～11時30分
▷場所　中央公民館
▷問い合わせ　人権男女共同社会室
（町住民生活課内）

人権なんでも相談所　開設
　４月から毎月第２水曜日に「人権な
んでも相談所」を開設します。
　暮らしの中で起こるさまざまな人権
問題で悩んでいる人は、町の人権相談
員が相談に応じますので、気軽に相談
してください。相談は無料で、プライ
バシーは固く守ります。
▷日時　４月10日(水)　午前9時～
午後５時
▷場所　役場１階　相談室１
▷問い合わせ　人権男女共同社会室
（町住民生活課内）

男女共同参画
フォト作品募集

　「女性と男性がともにいきいきと」を
テーマに、町発行の男女共同参画ニ
ュースに掲載する写真を募集します。
▷応募要件　町内で撮影した写真で、
仕事場やボランティア活動、趣味や娯
楽、日常生活などで女性と男性がとも
にいきいきと活動している様子やきら
りと輝いている表情の作品（１人２点
まで）。作品は、六つ切りか四つ切りで、
デジタルカメラでの撮影も可。
▷応募資格　町内在住・在勤・在学の
人または町内の団体に所属している人
（プロ・アマは問いません）。
▷応募期限　４月１日(月) ～平成26
年３月31日(月)（随時受付）
▷応募方法　住所、氏名、年齢、電話
番号、作品タイトル、撮影日時・場所
などを明記し、〒585-8585（住所
不要）河南町人権男女共同社会室へ郵
送または持参してください。
※応募者全員に記念品を、採用された

場合は図書カードを贈呈します。詳し
くは、町ホームページ（トップページ
→各課のお知らせ→住民生活課→人権
男女共同社会室）または住民生活課で
配布するチラシをご覧ください。
▷問い合わせ　人権男女共同社会室
（町住民生活課内）

かなんフェス実行委員
追加募集

　平成21年度に始まった「かなん
フェス」は、町内の諸団体が連携して、
河南町の魅力を創造し、発信する協働
のまちづくりイベントです。
　この「かなんフェス」の運営に携わっ
てもらえる実行委員を追加募集します
（平成25年度のイベント内容・開催時
期などは、かなんフェス実行委員会企
画部会で検討中です）。
▷応募資格　主に町内および町を含む
広域で活動する団体の代表者
▷応募方法　応募用紙（秘書企画課で
配布）に必要事項を記入し、４月18日
(木)までに、同課窓口へ提出してくだ
さい
※町ホームページからも応募用紙を入
手できます（トップページ→各課のお
知らせ→秘書企画課→秘書企画係）。
▷応募・問い合わせ　秘書企画課秘書
企画係

社会福祉士募集（嘱託）
　地域包括支援センターや高齢福祉業
務に携わる社会福祉士を募集します。
▷応募資格　社会福祉士免許および普
通自動車運転免許を持っている人
▷募集人員　1人
▷勤務内容　相談および訪問業務など
▷勤務日時　月～金曜日（週5日）
午前9時～午後５時15分
▷応募書類　履歴書（写真貼付）、社会
福祉士免許のコピー
▷応募方法　４月19日(金)までに高
齢障がい福祉課に郵送または持参して
ください。

日　時 場　　所

月～金曜日
午前9時～　
　 午後5時

•河南町人権男女共
同社会室（町住民
生活課内）

•太子町住民人権グ
ループ
☎（98）5515

•千早赤阪村住民生
活グループ
☎（72）0081

　４月１日付けで、生
いく

澤
ざわ

克
かつ

彦
ひこ

さん（46
歳）が副町長に就任されました。
　生澤さんは、平成３年４月大阪府に
入り、総務部市町村課課長補佐、府民
文化部国際交流課課長補佐、教育委員
会事務局教育総務企画課参事などを歴
任、３月に総務部市町村課参事の任命
を受け、本町の副町長に就任。
※渋田勲前副町長は、3月31日付け
で退任、大阪府へ復職。

副町長に
生澤さん

人 事
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■役場・かなんぴあ
☎（93）2500

■やまなみホール
☎（93）6222

■ぷくぷくドーム
☎（93）8866

■消防本部・消防署
☎（90）3119

■白木小学校
☎（93）4006

■中村小学校
☎（93）2157

■河内小学校
☎（93）2815

■近つ飛鳥小学校
☎（93）3200

■町立中学校
☎（93）2263

■かなん幼稚園
☎（93）2402

■河内幼稚園
☎（93）6538

■中央保育園
☎（93）5740

■石川保育園
☎（90）2068

■中央公民館
☎（93）7744

■大宝地区公民館
☎（93）6580

　院外処方箋で調剤薬局を利用された
場合は、一部自己負担金はありません。
なお、府外で受診された場合は、いっ
たん自己負担額の全額を支払い、こど
も１ばん課へ申請していただくことに
より、後日還付します。
▷問い合わせ　こども１ばん課子育て
応援係

固定資産課税台帳の閲覧と
縦覧帳簿の縦覧
《課税台帳の閲覧》

　所有者本人の課税内容を確認するた
め、評価額、課税標準額、税額などを
閲覧することができます。
▷閲覧できる人　納税義務者、納税義
務者と同居の親族または納税者から委
任された代理人、納税管理人、相続人、
借地・借家人など
▷閲覧期間　４月１日(月)以降の午前
９時～午後５時30分（土・日曜日、祝
日を除く）

《縦覧帳簿の縦覧》
　自己の固定資産税の評価額が適正で
あるかどうかを判断するために、縦覧
により、類似する固定資産の評価額と
比較することができます。
　ただし、個人情報保護のため所有者
名や課税内容（課税標準額や税額など）
は縦覧できません。
▷記載内容
•土地：土地の所在、地番、地目、地
積、価格

•家屋：家屋の所在、家屋番号、種類、
構造、床面積、価格

▷縦覧できる人
•土地価格等縦覧帳簿：町内に土地を
所有する納税者

•家屋価格等縦覧帳簿：町内に家屋を
所有する納税者　

※上記以外で、納税管理人、相続人、
納税者の同居の親族または納税者から
の委任状を持参した代理人は縦覧でき
ます。

▷縦覧期間　４月１日(月) ～５月31
日(金)の午前９時～午後５時30分
（土・日曜日、祝日を除く）
※閲覧、縦覧とも本人確認できるもの
（運転免許証など）を持参してください。
▷問い合わせ　税務課固定資産税係

難病などのみなさんも
障がい福祉サービスの対象に
　平成25年4月に施行された「障害者
総合支援法」では、障がい者の範囲に
難病などの人たちが加わりました。
　対象となる人は、身体障がい者手帳
の所持の有無に関わらず、必要と認め
られた障がい福祉サービスなどを受け
られます。
▷手続き　対象疾患に罹

り

患
かん

しているこ
とがわかる証明書（診断書または特定疾
患医療受給者証）を持参のうえ、高齢障
がい福祉課に申請してください。申請後、
障がい程度区分の認定や支給認定などの
手続きを経て、必要と認められたサービ
スを利用できることになります。
※対象疾患は、「難病情報センター」の
ホームページに掲載されている「病気
の解説(130疾患)」のすべての疾患で
す。http://www.nanbyou.or.jp/
▷問い合わせ　高齢障がい福祉課社会
福祉係

介護保険料額
仮決定通知書を送付

　65歳以上の人（第1号被保険者）を
対象に、４月中旬に介護保険料額仮決
定通知書を送付します。
　介護保険料は、前年の所得金額や世
帯の課税状況をもとに決定しますが、
４月１日現在では、平成24年中の所
得金額が確定できないため、前年度の
保険料額および段階をもとに、仮決定

した保険料額を納付していただくこと
になります。
▷特別徴収（年金から差し引き）で納付
している人　4月・6月・8月分です。
▷普通徴収（納付書または口座振替）で
納付している人　4月・5月・6月分です。

年間保険料額は
７月にお知らせします
　平成25年度の年間介護保険料は、
平成25年度の個人住民税（町民税・府
民税）額が確定した後の７月に決定し、
新たに納めていただく保険料額を通知
します。
　７月に確定する介護保険料は、４月
中旬に通知する仮決定保険料を差し引
いた金額となります。
▷問い合わせ　高齢障がい福祉課介護
保険係

消費生活消費生活
相談窓口が相談窓口が
富田林市へ富田林市へ

　４月１日(月)から、消費生活相談業
務の広域化がスタートしました。
　これに伴い、河南町および富田林市、
太子町、千早赤阪村の消費生活相談は
「富田林市消費者相談室」が窓口となり
ます。
　消費者相談室では、「訪問販売で商品
を買ってしまったが、解約したい」「覚
えのない料金を請求するメールが届い
た」など、商品やサービスに関する苦
情や相談を受け付けます。

《富田林市消費者相談室》
☎（25）1000

《消費者ホットライン》
☎0570（064）370

▷場所　富田林市役所１階　７番窓口
奥（富田林市常磐町１番１号）
▷相談時間　午前１０時～正午、午後
１時～３時（土、日、祝日および年末
年始を除く）
▷問い合わせ　富田林市消費者相談室
または環境・まちづくり推進課

軽自動車税の納期は５月１日(水)から31日(金)までです。
▷問い合わせ　税務課町民税係
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　おやこ園は、自由に遊べる「しゅっぽっぽあそびのひろば」と絵本とふれ合え
る「こどもえほんしつ」を、かなんぴあ1階で開室しています。ぜひ遊びに来
てください。

※４月から近つランドの日時と場所が変わりました。かなん幼稚園で行ってい
た園庭開放をランドと一緒に開催します。
※保育士が子育ての相談に応じます。気軽にお越しください。
※開催予定日が祝日の場合は休みます。
▷問い合わせ　こども1ばん課こども支援係

おやこ園しゅっぽっぽ☆くらぶ　4月のスケジュール

名称・日程 時　間 場　所 対　象　児　童

しゅっぽっぽあそびのひ
ろば・こどもえほんしつ
月曜日～土曜日

午前10時～
午後4時

かなんぴあ１階
あそびのひろば 0歳～就学前

ベビーしゅっぽっぽ
第2･4木曜日(11日･25日)

午後1時30分～
3時

かなんぴあ２階
みんなのへや 0歳～満1歳

白木ランド
第3水曜日(17日)

午前10時～
11時30分

ぷくぷくドーム
（ 小 会 議 室 ）

白 木 小 学 校 区
在住の0歳～就園前

河内ランド
第3水曜日(17日)

午後1時30分～
3時 河 内 幼 稚 園 河 内 小 学 校 区

在住の0歳～就学前

中ランド
第4水曜日(24日)

午前10時～
11時30分

中 地 区 ・
老 人 集 会 所

中 村 小 学 校 区
在住の0歳～就園前

近つランド
第4水曜日(24日)

午後1時30分～
3時 かなん幼稚園 近つ飛鳥小学校区

在住の0歳～就学前

またはこども1ばん課に連絡してくだ
さい。
※参加決定については面談後、こども
１ばん課よりお知らせします。
▷開催日　月曜日（月２回）　午前9時
30分～11時30分
※開催日は月によって変わりますので、
わんぱくランドで確認してください。
▷問い合わせ　こども1ばん課こども
支援係

子ども医療費助成
～入院・通院を　　　　
　　中学卒業まで拡充～
　４月１日(月)から、子ども医療費助
成制度の適用範囲を拡大し、中学卒業
までの子どもを通院医療費助成の対象
とします。
▷対象年齢　入院・通院ともに０歳～
中学校卒業（満15歳に到達した日以
後の最初の３月31日）までの子ども
▷交付・交換方法
•中学生　すでに学校を通じて申請書
などを配布しています。必要事項を記
入・押印のうえ、健康保険証を持参し、
こども１ばん課へ提出してください。
　新中学１年生の人は、案内の用紙と
現在持っている医療証を持参してくだ
さい。
　申請書などが届いていない場合は健
康保険証、印鑑を持参のうえ、お越し
ください。
•０歳～小学生　６年生の３学期（予
定）に案内書兼受取書を配布し、順次
交換を行います。それまでは現在の医
療証をそのままお使いください。
※ひとり親医療証や障がい者医療証を
持っている人、または生活保護を受給
している人は申請の必要はありません。
▷助成内容　保険診療が適用された通
院および入院にかかる医療費から一部
自己負担額（同一の医療機関につき1
日500円。月2日を限度）を除いた額
と入院時食事療養費を助成します。
　同一の医療機関であっても、「入院」
と「外来」、「歯科」と「歯科以外」は別計
算となりますので、それぞれ負担が必
要です。 

▷時間　いずれも午前10時～ 11時
30分
▷場所　かなんぴあ２階　みんなのへや
▷対象　１歳６か月児～２歳６カ月児
とその保護者（第１子および初めて受
講する人を優先します）
▷定員　15組（応募多数の場合は抽選）
▷参加費　無料
▷応募方法　４月15日(月)から５月
２日(木)までに、電話またはおやこ園
窓口で参加者本人が応募してください。
☆わんぱくランド（あそびの教室）☆
　「うちの子は他の子と比べて、ちょっ
とのんびりかな・・」、「ことばが遅い
かな・・」と気になることはありませ
んか？　
　町では、「わんぱくランド」というあ
そびの教室があり、スタッフの保健師、
心理士、保育士が子どもの発達を手助
けします。
　親子で運動や造形などのさまざまな
活動を楽しんだり、グループワークや
個別の相談も行います。
　関心のある人は、健康づくり推進課

おやこ園からのお知らせ

☆子育て教室（きらきら星）☆
　体を使った遊びや食育など、子育て
について親子で楽しく学べる教室です。
▷日程・内容
回 日　　程 内　　　容
１ ５月14日(火) 体を使って遊ぼう

２ ５月21日(火) 小麦粉粘土で遊ぼう
３ ５月28日(火) 作って遊ぼう

４ ６月11日(火) フラダンスをやってみよう

５ ６月18日(火)
食育「栄養満点！

朝食レシピ」
（調理実習）

６ ６月25日(火) 絵の具で遊ぼう
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　金剛・葛城の山並みに抱かれて発展するわがまち河南町。
　わたしたちは、河南町民であることに誇りと責任をもち、
明るいまちづくりのためこの憲章を定めます。

伝えよう　豊かな緑と歴史が薫
かお

るまちを
築 こ う　働く喜びと生きがいのあるまちを
造 ろ う　健

すこ

やかな人間をはぐくむ文化発展のまちを
育てよう　思いやりと安

やす

らぎのある楽しいまちを
目指そう　郷土を愛し人権を尊ぶ希望に満ちたまちを

町 民 憲 章

■町の人口 （平成25年2月28日現在）
     16,252人
前年同月より142人減
　男　7,937人
　女　8,315人

■世帯数
   6,296世帯

■町の面積
   25.26㎢

町の
木「さくら」 町の

花「ゆり」

2013
4.1

Nｏ. 484

4平成25年
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こ
う
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ま
も
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び
わ
も
ち
て

古寺と山城を訪ねる（５）
～高貴寺～

てくてくかなんで巡るコースの詳しい地図などは、町ホームページの「河南町
を散策しよう！」（トップページ左側のバナー）から見ることができます。
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０
基
を
超
え
る
石
造
物
が
点
在
し
て
い

ま
す
が
、な
か
で
も
群
を
抜
い
て
古
い
の

が
鎌
倉
時
代
の
十
三
重
塔
と
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
。

十
三
重
塔
は
後
鳥
羽
上
皇
が
熊
野
詣
の

途
中
に
立
ち
寄
り
寄
進
し
た
も
の
で「
永

仁
五
年
」（
１
２
７
９
年
）の
銘
が
あ
り
ま
す
。

金
堂
の
横
に
建
つ
精
美
な
２
基
に
は
、歴
史

を
知
ら
ず
と
も
思
わ
ず
目
が
惹
か
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
高
貴
寺
は
、町
に
あ
る
国
の
重
要

文
化
財
３
件
の
う
ち
２
件
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
金こ

ん

銅ど
う

五ご

鈷こ

鈴れ
い

。
密
教
法
具
の
一

つ
で
角
の
よ
う
な
尖
り
が
五
つ
、
持
ち
手

に
つ
い
た
鈴
で
す
。
真
言
宗
の
修
法
の
と

き
如
来
や
菩
薩
な
ど
を
目
覚
め
さ
せ
、
喜

ば
せ
る
た
め
に
打
ち
鳴
ら
す
も
の
だ
そ
う
。

平
安
時
代
の
古
雅
さ
を
残
し
つ
つ
、
鎌
倉

時
代
の
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
豪
快
な
優

品
と
し
て
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す（
※
常
設
展
示
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

　

も
う
一
つ
は
本
尊
で
あ
る
木
造
弁べ

ん

才ざ
い

天て
ん

坐ざ

像ぞ
う

。
13
世
紀
末
頃（
鎌
倉
時
代
）の
作
で
、

古
い
例
の
極
め
て
稀
な
弁
才
天
像
の
な
か

で
も
、
琵
琶
を
弾
く
姿
や
彩
色
の
残
る
保

存
状
態
の
良
さ
が
そ
の
価
値
を
高
め
ま
す
。

毎
年
４
月
26
日
に
は
ご
開
帳
が
あ
り
ま
す

の
で
、
高
貴
寺
の
静
謐
な
雰
囲
気
を
味
わ

い
な
が
ら
、
そ
の
貴
重
な
お
姿
を
目
に
し

て
み
て
は
？

 

（
教
育
課　

文
化
財
係
）

▲

282013.4

▽
４
月
は
、
入
園
、
入
学
、
就
職
な

ど
、
新
た
な
環
境
で
の
始
ま
り
が
多

い
季
節
で
す
ね
。
生
活
リ
ズ
ム
の
変

化
で
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
睡
眠

と
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
、
体
調

管
理
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
４
月
６
日（
土
）に
弘
川
寺
歴
史
と

文
化
の
森
で「
弘
川
寺
さ
く
ら
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
５
日（
金
）・

６
日（
土
）に
は
、夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
わ
れ
ま
す
。

▽
ほ
か
に
も
町
内
に
は
、
桜
の
名
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
か
な
ん
桜
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
日

差
し
が
暖
か
く
な
り
、
気
持
ち
の
い

い
季
節
で
す
。今
し
か
出
合
え
な
い
、

河
南
町
の
風
景
を
見
つ
け
に
町
を

巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
休
日
の
気
分

転
換
に
も
い
い
で
す
よ
。

▲季節の野菜や果物、花木をたくさん取り
揃え４月27日（土）から29日（月・祝）ま
で開催されます。そのほか、イベントな
ども行います！

道の駅かなん
９周年創業祭
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